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NO 名　　　称 構　造工　　種

概　要　説　明

別　途　工　事

Ⅱ

そ  の  他  の  規   制

材料の品質等14

18 材料の検査に伴う試験
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施工基準1

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項章

一

　

　

般

　

　

共
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事

　

　

項

１

3 官公署その他への届出

工事実績情報の登録

(ＣＯＲＩＮＳ)

別契約の関連工事

技術管理

条件明示項目

安全対策

総括安全衛生管理義務者

4

5

7

9

10

11

発生材の処理等12

産業廃棄物の処理13

５
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工事範囲及び説明

電気方法

施工方法

使用電気

ＧＰ管、ＣＰ管、ＣＰ－Ｅ管、ＰＥ管、ケーブル配線

工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

照明器具

配線器具

その他
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３
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力
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線

設

備

(1.3.9)

(1.3.7)

適用基準等2

　と。

　受注者は、工事請負代金５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス(ＣＯＲＩＮＳ)入力システムに基づき、「工事

　受注者は、別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。また、工事

区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

現場代理人等6

　　の期間)については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

電気保安技術者8

１　本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

２　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、建設副産物の発生抑

３　受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステムにより的確に実

　　施すること。

準住居

第１種低層

床　面　積　 (ｍ 2)

２　特記仕様

　(1) 項目は番号に    印のついたものを適用する。

　(2) 特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

　　・印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

　　・印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　(3) 特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。特記事項に記載の「　」内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該

　　図を示す。

・本図は、工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、監督職員と打合せの上、その指示に従い入念に施工するこ

・本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む図面、標仕により完全に施工する。上記相互間に相違のあ

　る場合の優先順位は、記載の順序とする。

・その他関係法規に基づき安全に施工すること。

・東近江市　都市整備部　施設建築課　工事管理マニュアル（最新版）

カルテ」を作成し、監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に、㈱日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）に提出すると

　(1)工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　(2)工事内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

　(3)工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

　る期間は、常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかにとれる体制を確保すること。

　付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

　らない。

３　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

５　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

　(2) 工事請負契約書（以下「契約書」という。）第３１条第１項の規定に基づく完了した旨の報告を受け、完了確認した翌日か

　(1) 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまで

　　ら契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。 　　　                         

　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。また,建設工事公衆災害防

する。

　・要　　・不要

２　材料、工法等の変更により建築基準法第６条第１項「計画の変更に係る確認」の申請(法第１８条第２項においての適用を含

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建築工事保険等を工事目的物に付するものとする。

　を行い、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

　者と協議を行い、支障のなきよう努めること。

　に、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。また、実施運営についても担当

３　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討の上、事前に協議

４　喫煙等については、一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

５　受注者は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

６　建設機械は、国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示すること。）を使用すること。

　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

※構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

２　工事車両の出入りについては、速度制限を遵守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員を配置するととも

　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　(3) 安定的な供給が可能であること。

　(4) 法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること。

　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

15 材料等の保管

建築材料等16

　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、作業

　建築材料等は、極力市内産品を選定することとし、製品等は、特記されたもの又は同等品以上とする。ただし、同等品以上とす

る場合は、監督職員の承諾を受ける。

屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空気

汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を極力選定する。（標仕を参考とするこ

・本工事は、契約規則、建設業法、電気事業法、電気設備技術基準、有線電気通信法、日本電信電話株式会社基準、電波法、有線テレビジョン放送法、消防法、

　建築基準法、労働安全衛生法等、関係諸法令を守り施工する。

・別契約の関係受注者が工事用仮設物を定置したものは、無償にて使用できる。

・機器の据付、配管支持については、地耐力を考慮し、「建築設備耐震設計施工指針」に基づき施工する。

　① 耐震計画書(１００kgを超える機器・アンテナブラケット等監理者の指示による。)

　② 耐風荷重計算書(突針支持管、太陽光発電、風力発電、テレビアンテナ等監理者の指示による。)

　③ ブロックマンホール・ブロックハンドホールの強度計算書

　④ 高調波発生の有無/抑制対策書

・建物ＥＸＰ－Ｊ部分及び振動機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆金属製２種可とう電線管とする。

・露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ(エッチングプライマー等)と下塗りを行い、施工仕上げ塗装を行う。

・設計図中ＰＦ電線管は、合成樹脂可とう管(一重管)自己消火型を示す。

・内側断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には、断熱材等を取付け結露対策を講ずること。

・地中線路は、(・コンクリート製ケーブル埋設標　・埋設標示ピン)を設ける。

・内線規定、技術基準に準拠して図示なくとも必要箇所には規定に従うこと。

・振動の発生源となる機器には、全て防振緩衝材等を設けること。

・有価材の処分については、監督職員と協議を行い、適切に処分すること。

・各リストの数量は、平面図等から数量を再確認すること。

・マンホール、ハンドホール内にてケーブルの余長を見込むこと。 

・既設建物はつり、穴開け等に関しては、ダイヤモンドカッターを使用するものとし、事前に簡易配筋検査を行うこと。

・配線器具は、ＪＩＳ大角形(白色)とする。

・本工事費内にて(　・工事着工前　・躯体完了時)に(　・受信点　・協議による２０箇所)の電界強度測定を行う。

・電波障害対策工事費は、(　・本工事　・別途工事　・工事期間中別途発注)とする。 (調査業務)

・行き先表示札については、湿気のある場所は、耐湿型の製品を使用し表示文字の劣化がしないこと。

・予備配管については、材質・口径を記入する。

・電線の色分けは、標準仕様書どおりとし、ケーブルの場合は、端末にて相別を施す。

・配線の特記なきものは、エコ電線・エコケーブルを使用する。

・配管の特記なきものは、ねじなし電線管（ＣＰ－Ｅ）とする。

３相３線式２１０Ｖ　　　単相　３線式２１０Ｖ

電灯・動力分電盤(露出型　　２面　押込型　　　面)

ＣＰ管、ＣＰ－Ｅ管、ケーブル配線

ＥＭ－ＩＥ　　　ＯＣ　　　ＤＶ　　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＥ

ＦＥＰ管、ＰＥ管、ケーブル配線

大角型（新金属Ⅱ型）

ＥＭ－ＩＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＴ　　ＥＥＲ　　ＥＥＦ　　ＦＰ－C

姿図による又は公共施設品番による。

架空配線の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

ＰＥ管、ケーブル配線

ＥＭ－ＩＥ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＭＶＶＳ　　　ＥＭ－ＡＥ　　　４Ｓ６　　　Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

弱電機器姿図参照

架空配線の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

ＰＥ管

電子ボタン式　電子交換式

ＣＣＰ(市内ＣＣＰケーブル)　　　ＥＢＴ(電子ボタン電話用ケーブル)

ＥＭ－ＣＰＥＥ(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

ＰＥ－Ｖ(構内ケーブル)　　　ＥＭ－ＴＩＥＦ(屋内用通信電線)　導入線１．６mm

ＰＦ管

弱電機器姿図参照

ＥＭ－ＩＥ　　芯ビニルコード　　ＥＭ－ＡＥ

ＰＦ管、ケーブル配線

ＥＭ－ＣＰＥＥ(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

ＣＰＶ（制御用ＥＰゴム絶縁ビニルシースケーブル）　　　ＥＭ－ＡＥ　　　ＣＰＥＶ　　　ＵＴＰ

ＰＦ管、ケーブル配線

凡例による。

地上デジタル波対応機器とする。

施工前に測定し、各局毎の電界強度測定値を提出する。

ＥＭ－Ｓ－５ＣＦＢ　　　ＥＭ－Ｓ－７ＣＦＢ　　　Ｓ－５ＣＦＢ

ＰＦ管、ケーブル管

凡例による。

ＥＭ－ＩＭ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＥＭ－ＡＭ　　　ＡＥ

ＰＦ管、ケーブル管

ＥＭ－ＩＭ　　　ＥＭ－ＡＭ　　　ＥＭ－ＣＰＥＥ

凡例による。ＬＰＧ用ガス漏れ検知器(既設に合わせること。)

所轄消防署と協議の上、完全に施工する。

別途建築工事と打合せの上、完全に施工する。

ＥＭ－ＩＥ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＥＭ－ＡＥ　　　ＥＭ－ＨＰ

ＪＩＳＡ４２０１に準じて施工する。

(1.1.1)

(1.1.3)

(1.1.4)

(1.1.7)

(1.3.8)

(1.4.2)

（1.4.6）

（1.4.1）

ＥＭ－ＩＥ　　ＨＩＶ　　ＯＷ　　ＤＶ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＥ　　ＥＥＲ　　ＦＰ－Ｃ

３相３線式２１０Ｖ　　　３相　　　線式　　　Ｖ

３　施工に際し、施工手順書である建築工事施工チェックシート（最新版）に従い提出のこと。

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

２

　

　

共

　

　

通

　

　

事

　

　

項

　本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数

料とも）は、一切受注者負担とする。

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質、性能を有するものとし、ＪＩＳ又はＪＡＳのマーク表示のない材料、

・図示のない限り露出配管は、全て塗装する。(機械室電気室内の塗装　※要　・否)(ＥＰＳ共同溝内の塗装　・要　※否)

４　現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。 

　　制及び再利用の促進に努めること。また、再生資源利用〔促進〕計画書及び同実施書を作成し、速やかに報告のこと。

４　施工計画書には、契約者の写し、施工者の写し、搬出先までのルート図、運搬車のナンバープレート一覧を添付すること。

１　原則として、現場代理人は、他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等を含め工事現場が不稼動であ

２　現場代理人は、監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（健康保険証の写し等）を「現場代理人等届」に添

　む。）又は「軽微な変更の届け」の届けの必要が生じた場合は、申請手数料も含めて受注者の負担にて遅滞なくこれを行うこと。

１　工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定し、安全管理員を配置して危険防止に努めること。

　律（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化を実施すること。

その製造者は、次の（1）から（6）の事項を満たすものとする。

・本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し日まで、原則として受注者の負担とする。また、引渡しまでの

　本設受電も同様とする。

　なお、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

・設計図書は、工事の大要を示すものであり、着工前に施工図等を提出し監督職員の承諾を受けること。

　なお、設計図書に、明記なき事項で、技術上、美観上又は保安上当然必要と認められるもの並びに現場の納まり上必要な軽微な変更は、監督職員と協議の上、

　指示により施工する。この場合原則として工事費の増減は行わない。

当該商品又は同等以上の品（以降、同等品と記す。）を使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電灯コンセント設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、動力設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、拡声設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、通信及び信号設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、自動火災報知設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、ガス漏れ警報設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、防火戸自閉設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、雷保護設備の一切を施工する。

　工事現場に置く電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものと

・既設取り外し再使用取付機器は、ワックス清掃、絶縁測定(本工事費内で必要により改修)、ランプ替え等の上、取り付ける。

・工事着工前に次に掲げる書類を提出のこと。

・長さ１m以上の入線しない空配管、予備配管には、ビニル被覆鉄線（１．２mm）を入線し、名札を取り付ける。

・ハンドホール、プルボックス、盤内の電線ケーブルには行先、用途、サイズ等を明記した名札を取り付ける。

・接地極埋設位置付近に設置埋設標を取り付けること。

風致地区　自然公園　市街化区域　市街化調整区域　法２２条指定区域　指定なし

・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　最新版）

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下「標仕

　という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下「改修標仕」という。)による。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「電気設

　備工事監理指針(最新版)」及び「建築改修工事監理指針(最新版)」を参考とする。機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事

　は、それぞれの工事特記仕様書を適用する。

・電気設備工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

　受注者は、産業廃棄物を適正に処理するに当たり以下事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けること。

◆　発　注　者　◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 図 面 名 ◆ ◆ 縮 尺 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

製 図

最新日

契約工期による。工 　事 　期  　間

５　ＰＣＢを使用した器具については、監督職員の指示に従い指定された場所に搬出すること。

ともに、センター登録の「登録内容確認書」の写しを監督職員に提出すること。ただし、期間には、土曜日・日曜日・国民の祝日

に関する法律に定める国民の祝日等は含まない。

止対策要綱を遵守すること。

(1.3.3)

１　部分的な設計変更又は一部の追加工事などに関して請負代金に増減が生じた場合受注者は、施工に先立ち工事費の増減を精算

　した内訳明細書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料または外部機関（（社）

公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受ける

ものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。また、備考欄に商品名が記載された材料は、

と。）さらに、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイク

ル製品、材料の利用にも努めること。

適用工事種別 技能検定作業

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定に当たっては、監督職員の承諾を受けること。

（1.4.5）

（1.5.2）

技能士19

・地中埋設管路(高圧、低圧、弱電)には、ＧＬ－３００mmの深さに埋設標識シートを敷設する。(※２倍折　・３．５倍折)

・建築工事にてポリスチレンフォーム等の打込み箇所には、原則として、コンクリート内埋設配管工事は行わない。

・照明用スイッチが、ボックス１個当たりに多数ある場合は、監督職員と協議し本工事費内にてネーム入りスイッチとする。

・配線器具プレートは、凡例によるが特記なき場合は、右記とする。(・新金属製プレートⅡ型　・樹脂製プレート)

・当該工事において、既設配管、既設埋設配管、機器等があった場合は、監督職員の指示により本工事費内で迂回工事もしくは撤去工事等を行う。撤去工事を行

う場合は、既設調査確認の上、既設に支障のないよう処理する。

・屋外及び外壁面施工による各種配管支持材は、(　・ステンレス型　・溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳ　Ｈ８６、４１の２種))とする。

・二重天井ケーブル配線工事の場合は、カラーケーブルによる色分けを行い、色の種類については、監督職員と協議の上、決定とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電灯及び動力幹線設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電話設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電気時計表示設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、共聴(ケーブルＴＶ等)設備工事の一切を施工する。

アンテナ位置は、建築意匠、強度等を考慮し監督職員と協議する。

・工事写真撮影ガイドブック（電気設備工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・防火区画貫通に関しては、関係諸法規に基づき完全に施工し全施工箇所の写真を撮影すること。

・　　・　９　・　１２

完成時の提出図書

化学物質の濃度測定

技術検査

20

21

22

取扱説明書の作成24

・サービス版　　※キャビネ版 　主として内観

　主として外観

　工事月報用

　完了届提出用

　必要に応じ撮影する

・サービス版

・サービス版

・サービス版

・サービス版　　※キャビネ版

定期提出

完成時

工事中

着工前

区　分

　状況によりつなぎ写真・サービス版

　

工事写真25

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン、アセ

　着工前の測定　　　※行わない　　　・行う　測定対象室　　　　・図示　　　　　

　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。

　測定箇所数　　　○箇所（監督職員の指示による。）　　・図示　　　　　

　※施工計画書　　　　提出部数　※１部　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　※１部　　・　　部 (指定サイズ及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

　※保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

分類・規格 撮影箇所 備　　　考

2

1

2

2

2

2

提出部数

・　　・　５　・　７

・　　・１０　・　３０

・　３・　６　・　９

　・　５・　９　・　３０

　ファイル形式をＪＰＥＧとし、ＤＶＤ－Ｒにて提出すること。

（1.5.9）

（1.6.2）

（1.7.1から3）（表1.7.1）

各種検査合格書等23 　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書、その写し各２部を提出すること。

　なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

トアルデヒドの濃度を測定し、報告する。測定は,パッシブ型採取機器により行う。

　※完成図(しゅん工図)提出部数　※４部　　・　　部（訂正した図面）

　しゅん工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。（部数、詳細については、監督

職員の指示による。）

しゅん工写真

　※東近江市の求める部数とする。【データとも提出（ＪＷＷ及びＰＤＦ形式)】

　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタルカメラの総画素数は６００万画素以上（２８０

０×２１００）以上とする。

市内下請

設計ＧＬ

　

26

27

29 施工体制点検

30 不法無線局の排除

地元説明会31

近隣家屋の調査32

バリアフリー33

施工図等の取り扱い

設計図の製本

環境配慮

軽微な変更

34

35

36

37

　※図示　　　・現場にて指示

市内下請業者・市内材料調達の促進について

１　本市発注の建設工事等の施工に当たり、下請契約する場合には、できる限り東近江市に本店を有する業者へ発注するよう努め

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。

　受注者は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無線局を搭載して

いると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

　受注者は、工事の着手前、完了後に、図示部分の近隣家屋、工作物等の調査を実施し、工事の起因する損傷等の有無を確認する

こと。万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近

隣家屋、工作物等についても調査を行うこと。

　使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画をたて、省エネ施工に努めること。

　バリアフリー化に当たっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

　工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。指定サイズ（Ａ1又はＡ3）４部

　設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、請負金額の増減対象としな

材料調達の促進

　ること。その場合適正な価格で請け負わせ、下請代金は、適正な期間内に支払うこと等、下請契約、下請代金支払の適正化に努

　めること。

　施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

完成写真の撮影場所は、監督職員の指示による。しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

保険等28 　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等への損害についても補償

する保険に加入すること。

２　工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借り入れする場合は、極力地場調達するなど、施工に当たっての配慮をす

ること。

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

い。また、その費用（手数料とも）は、一切受注者負担とする。

　工事写真の撮影要領は、「工事写真撮影ガイドブック（電気設備工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最新版）による。

38

不当介入の防止

その他

　する。

１　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員，暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をい

２　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所轄警察署に届け

３　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するもの

・工事関係書類等は、書面にて残すこと。工事関係者は腕章を付けるなどして、容易に区別できるようにすること。

　こと。

・質疑については、所定の様式でやりとりを行うこと。

・建築工事下請人報告書、施工体制台帳等届出書(施工体制台帳、施工体系図)再下請通知書について、金額にかかわらず提出する

　出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請請負人(再委託の協力者を含む。)

　に対して、十分に指導を行うものとする。

　東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）  

　う。）による不当介入（不当な要求又は業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

39

40

建設業退職金共済制度 　建設業退職金共済制度に加入し、その掛金収納書の写しを監督職員へ提出すること。また、「建設業退職金共済制度適用事業主

工事現場」の標識を建設現場に掲示すること。

・部分使用については、しゅん工検査までに使用する場合は、検査員の検査を行う。検査の指示に従い、書類を用意すること。

・あと施工アンカー

　施工方法　　　　　・　接着系　　　（　※　有機系　　　　・　接着剤　　）

　　　　　　　　　　・　金属拡張系　（　※　本体打込式　　・　　　　　　）

　試験等　　　　性能確認試験　　※行う　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　施工確認　　※行う　　　　　　・行わない

種目 特　　　記　　　事　　　項適用

工事範囲及び説明

電気方法

施工方法

使用電線

負担金

その他

高

(

低

)

圧

引

込

設

備

１

２
工事範囲及び説明

電気方式

形式

配電盤

変圧器

母線

付属品・予備品

受

変

電

設

備

　　　　　　相　　　　　　　線式　　　　　　　　Ｖ

地中　　　　　　　　　　　　　　　架空

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＮ　　６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＴ　　ＯＥ　　ＤＶ　

要　　　不要

１次側　３相３線式６,６００Ｖ、２次側　３相 ３線式２１０Ｖ　　単相　３線式２１０Ｖ

屋内型　　フレーム組立開放型　　　キュービクル

高圧配電盤　　　低圧配電盤

既設　３相　200KVA　　既設　単相　100KVA

ＫＩＰ　　　ＰＤＣ　　　銅棒

電力ヒューズ(１組)　　フック棒(大・小)　　　絶縁マット

架空引込の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

項　 目

Ｂ種接地抵抗値は、関西電力㈱と打ち合せた値とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、既設受変電設備工事の改修の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、高(低)圧引込設備の一切を施工する。

・既設インサート及びアンカーボルトを　※使用しない　　　・使用する

東 近 江 市 役 所

電気設備工事　特記仕様書（１）

電-０１

東近江市農業振興施設整備工事（電気設備工事）

農業振興施設1

創  作  舎株式会社

　　　　

・定例会では、前回議事の確認、本回工事会議の確認、指示事項、その他質疑等、次回打合せ日程の確認を行うこと。

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

 R7.10.101回目

滋賀県東近江市市辺町2533番地

八日市公設市場西側の駐車場に、鉄骨造平屋建ての農業振興施設を整備する工事である。

プレハブ冷蔵庫設備工事,建築工事

新築 鉄骨造 610.99㎡ 610.99㎡

東近江市農業振興施設整備工事（電気･機械設備工事）



コイト

愛知

日動電工

得て使用すること。

大日

北勢福西小島 長谷川

大垣 東芝 戸上 日立

冨士 三菱

東芝 戸上 日本高圧 日立大垣

三菱

エナジーサポート

冨士

愛知 東芝 日立 冨士 三菱

指月 東芝 日立 冨士 三菱

愛知

適用種目 項　 目 特　　　記　　　事　　　項

15

自

家

発

電

設

備

工事範囲及び説明

施工方法

定格

使用電線

機器仕様

配管材料

16

機

械

警

備

設

備

工事範囲及び説明

施工方法

工事範囲及び説明

施工方法

17

監

視

カ

メ

ラ

設

備

工事範囲及び説明

18

撤

去

工

事

使用電線

機器仕様

タチバナ 電成興業

日本コンクリート 三谷セキサン ヨシモト

日本高圧

高圧開閉器

変　　圧　　器

コンデンサー

ニチコン

キュービクル

キュービクル(改修)

新岩村 大正 三星 名神 河村

内外 日東

下平 中立 内外

新岩村 大正 三星 名神 河村

東芝 内外 日東 パナソニック

岩崎 遠藤 オーデリック 大光

日立 マックスレイ

三菱

照明器具

夜間照明器具 岩崎 パナソニック

配線器具 神保 パナソニック

拡声機器 パナソニック ユニペックス

AV機器 パナソニック ユニペックス

時計 パナソニック

インターホン

アイホン 東芝 日立 日本インターホン

パナソニック

トイレ呼出機器 アイホン

来客報知機器 アイホン パナソニック

表示器 アイホン

日本アンテナ マスプロ電工 パナソニック

テレビ共聴機器

火災報知機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

非常警報機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

防火戸自閉機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

ガス漏れ警報器

沖電気防災 新コスモス ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

矢崎

避雷針 大阪 四興 ワールド

自家発電機器

オーハツ ダイハツ 西芝 日立 三菱重工

三菱電機 明電舎 ヤンマー

蓄電池 新神戸電気 古河電池 パナソニック

電話装置

沖 東芝 ナカヨ

デジタル交換機 沖 日立 富士通

警備保障

電気温水器

舞台照明 東芝 パナソニック 松村 丸茂

舞台音響

監視カメラ パナソニック ユニペックス

太陽光発電

京セラ 三菱電機

上記メーカーは、参考とし、同等発電能力を有することにより他メーカーの採用を可とする。

ＰＦ管、ケーブル管

弱電機器姿図、凡例による。

ＥＭ－ＩＭ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＥＭ－ＡＭ　　　Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　ＭＶＶＳ　　　

製　　造　　業　　者機　材　名適用

電　　　　　　線

ケ　ー　ブ　ル

電　　線　　管

同　上　付　属　品

ビニル電線管

同　上　付　属　品

使　用　機　材　製　造　者　指　定

ＦＥＰ電線管

ＰＦ電線管

プルボックス

コンクリート柱

コンクリート(二次製品)

マンホール蓋

高圧しゃ断器

摂陽工業

ダイヘン

エナジーサポート

明電舎

積水化学工業

草川

東芝

草川

テンパール

ＴＩＣシチズン

ＮＥＣ

ＴＯＡ

ＤＸアンテナ

ｾｲｺｰﾀｲﾑｼｽﾃﾑ

ケアコム

ケアコム

ケアコム

ケアコム

東芝

ヤマギワ

日本電気ＨＥ

ＪＥＵＧＩＡ

ＴＯＡ

パナソニック

ＪＲＣ

シャープ

ＮＴＴ

東芝

塚本

ＴＯＡ

ＴＩＣシチズン

ＧＳユアサ

竹中ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ＪＶＣケンウッド

ＧＳユアサ

ＴＯＡ

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

ＪＩＳ　Ｃ　３６５３　施工方法に適する電線管(角型・丸型とも)ねじ込み接続工法可とする。

容量　　　　　ＫＶＡ　　　電圧　　　　Ｖ

日本内燃力発電設備協会認定合格品とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、自家発電設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、機械警備設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、監視カメラ設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、撤去工事の一切を施工する。

◆ 備 考 ◆ ◆　発　注　者　◆◆ 設 計 事 務 所 ◆

製 図

最新日

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 図 面 名 ◆ ◆ 縮 尺 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用すること。ただし、同等品以上の物を使用する場合には、施設建築課所定の様式により承諾を

八州電工 ネグロス電工

日本ネットワーク

下平 中立 内外 日溝 別川

分電盤

配電盤

かわでん 別川

コイズミ

東芝ライテック

パナソニック

山田

東芝ライテック

星和

ＳＯＮＹ

ＳＯＮＹ
ＪＶＣケンウッド

ＪＶＣケンウッド

ＨＹＳ ミハル通信

ＮＩＰ

ＧＳユアサ

岩崎 日立

パナソニック

ＴＯＴＯ東芝 日立 三菱 パナソニック

ヤマハ ＳＯＮＹ

ＳＯＮＹ

ＪＶＣケンウッド

ＬＩＸＩＬ

東 近 江 市 役 所

電気設備工事　特記仕様書（２）

電-０２

新岩村 大正 名神 藤原

創  作  舎株式会社

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

1回目 R07.10.10

東近江市農業振興施設整備工事（電気･機械設備工事）



工事区分表

電気 別途機械 備　考建築 備　考別途機械電気建築工事項目 工事項目

７

６

５

４

３

２

１ ５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

９

８

１０

補充水槽

下地補強は建築工事

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３６

３７

３４

３５

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

設備用の開口補強数量表

数　　　　　量 備　　　　　考

（　Ｈ：貫通内径　㎜　）

貫　通　内　径（φ）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　面　積（㎡）

（　Ａ：開口面積　㎡　）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

１　設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

      ※貫通内径 １００φ未満の時は補強を必要としない。 

　(2) 壁開口補強筋

　(1) 梁貫通補強筋（貫通孔　Ｄ／３以下、梁巾－ ４００ 以下の場合、Ｄは梁せい） 

　※壁筋を切断しない場合は補強を必要としない。

２　設備用下地材開口補強　

　(1)　壁開口補強　軽量鉄骨壁下地、木軸等

　(2) 天井開口補強

特記事項１　設備用の開口補強数量は、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には、

以下の項目は○印部分を区分して施工する。ただし、図面その他に特記のあるものは、それに従う。

（フィルター：機械）

躯体貫通スリーブ及び箱入れ、穴埋め補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

地下消火水槽、蓄熱槽等の躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ、連通管

点検口の製作取付け（床、壁、天井）

建物外壁に取付く給排気ガラリの製作取付け

建具ガラリの製作取付け

防火区画、防火上主要間仕切り貫通部処理

その他設備機器用基礎及び仕上げ

設備機器用既製品基礎・鉄骨架台基礎

設備機器取付けに伴うアンカーボルト取付け及び穴埋め補修

受水槽及びポンプ室付受水槽

高架水槽

ＬＰＧバルクタンク等ペーパーライザー

各種水槽の電極棒及び配管、配線工事

仝上電極座及び電極棒の調整

消火水槽

ＩＨコンロ

電気温水機

既製品流しの排水金物

造り付流しの排水金物

洗面器、便所に取付の既製品防蝕鏡

洗面器、便所に取付の大型製作防蝕鏡

洗面化粧台及び鏡

便器、手洗い廻りの手摺

小便器自動洗浄用の側電源配管、配線工事

フードの製作取付け

防火戸、防煙、防火シャッターの一次側配管、配線

防火戸、防煙、防火シャッターの二次側配管、配線、開放装置、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

穴開け、補強

吹出口、吸込口、照明器具、スピーカー等の埋込器具取付けのための

冷媒配管に共巻き

昇降機

昇降機の出入口三方枠カゴ内インターホン取付け及び二次側配管配線、制御盤

昇降機の一次側配管、配線工事

防犯用配管工事

仝上入線(電源送り)及び機器取付

フラッグポール

雨水排水の会所桝,排水管

ルーフドレン及び竪樋配管工事

汚水、雑排水の会所桝、排水管

消火器・消火器収納ボックス

電話機器

ＣＡＴＶ

テレビ共聴受信

エアコン用スリ－ブ

空調リモコンの配管、配線工事（集中管理リモコンとも）及び試運転調整

空調機電源供給工事（室内機・室外機）

空調機室内機から室外機間渡り配線工事

換気扇及び換気扇取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

天井扇、換気扇、サイクル扇のスイッチ取付け工事

湯沸器本体及び壁取付け用部材

給湯リモコン用配管、配線工事及びリモコン取付け

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン取付け工事

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン用配線工事（１次・２次）及びリモコン

ＥＶ工事における受電箱までの動力電源・照明電源・接地線の引込み及び

監理者によるものとする。

計画通知に係る手続は、

カーテン、カーテンボックス

サイン

コーナーカバー

プール

プールの給水・排水

床暖房の給湯器用のコンセント取付け

床暖房の二次側配管、配線、リモコン用配管、配線

ＦＦ式暖房器具の一次配管、配線

ＦＦ式暖房器具の二次配管、配線

ガス漏れ警報器の配管、配線、取付け

自家発電機の取付け

自家発電への配管、入線

シャワーユニットの一次側給水配管、給湯配管

シャワーユニットの給水配管、給湯配管の接続

シャワーユニットの一次側配管、配線

シャワーユニットの二次側配管、配線

仝上機器の取付け

しゅん工引渡しまでの工事用、調整用電気、水道、ガス等の基本料金、使用料

諸官庁等の検査、その他必要な検査の申請手続

機械設備機器の一次側、二次側の配線、接続

発電機の設置、試運転、調整

発電機の一次側、二次側の配線、接続

本工事に伴う各設備の引込負担金

ＥＶ工事における各階出入口の孔あけ工事

ＥＶ工事における各階乗場出入口周囲のモルタル詰め又はロックウール詰め工事

ＥＶ工事における屋上・開放廊下等直接外気と接する乗場における雨水よけ工事

ＥＶ工事におけるピット内防水及び埋め戻し工事

つなぎ込み工事

ＥＶ工事におけるインターホン・非常ベル、その他ＥＶに必要な配管配線設備

ＥＶ工事におけるピット点検用コンセント設備工事

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用における吊りボルト及びインサート

テレビ・エアコン等のリサイクル料

取付け

ＥＶ工事における昇降路頂部の煙感知器設置工事（昇降路頂部から点検が可能）

◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 縮 尺 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

製 図

最新日

◆ 図 面 名 ◆

工事区分表

東 近 江 市

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

グリース阻集器（補強工事とも）

既製品流し、ガス台、吊り戸棚、水切り棚

造り付け家具、備品の製作・設置

ＥＶ工事における乗場据付け後の出入口廻りの壁・床及び建築物補修仕上げ工事

　　　　　監督職員の指示により数量が増加する場合も工事金額内で処理する。

1回目

2回目

ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４ＴＥＬ　　０７４８-４２-５６１１

ＦＡＸ    ０７４８-４２-８０８０ ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

450×450 １箇所 天井点検口

 R7.10.10

電-03

株式会社 創作舎 東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)



竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/11/10

着工 図 番

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史 配置図

建物配置図

A1:1/500

A3:1/1000

排水処理場

公

浸透桝

浸透桝

浸透桝

東門

サービス門

浸透桝

案内板

浸透桝

浸透桝
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オイルタンク（埋設）

案内板

案内板
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冷蔵庫棟

4

貯蔵保冷庫棟

5

1

0

,

0

0

0

市

道

敷

地

境

界

線

 

2

1

2

m
南

門

便益棟

18

5

,

0

0

0

敷

地

境

界

線

 

2

0

1

m

プロパン庫

17

農

道

16

屋外便所Ｂ屋外便所Ａ

15

買荷保管積込所Ａ

14

卸売場棟

1

買荷保管積込所Ｂ

10

水産冷凍冷蔵庫

11

ゴミ置場

13

12

水産冷蔵庫棟

9

ポンプ室

Ｍ

倉庫Ｂ棟

87

自転車置場Ｂ

守衛所

6

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

17,500

12,500 5,000

1,735

A C

6

1

5
,
0
0
0

6
,
6
2
0

農業振興施設

1M-1

1L-1

電

D

E

PB4 PB4

F

G

D

1T-1

※詳細は平面図参照

※既設棟１階平面図参照

※既設棟３階平面図参照
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東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)

総合工程表(参考)

工種 １箇月 ２箇月 ３箇月 ４箇月 ５箇月 ６箇月

仮設･準備工 完了検査

仮設･準備工

竣工

地業工事 鉄骨工事

躯体工事

基礎工事

屋根工事

外部工事

外壁工事

内部工事

内部工事

機械設備工事 電気･機械設備工事

電気･機械設備工事

A1:1/2500

A3:1/5000

付近見取図

建設場所:滋賀県東近江市市辺町字野神2533番

幹線ケーブル仕様表

A

B

C

D

F

G

E

 電気室より

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

凡　例

50

75

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁貫通箇所　ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｺｱ 50φ X 2

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁貫通箇所　ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｺｱ 75φ X 2

PB3　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　300x300x300SS

PB4　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　400x400x400SS

 EM-CET 38sq

 EM-CET 60sq

 EM-IE E14sq,ELB8sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq E14sq,ELB8sq

 (E51)

 (E63)

 (VE28)

 (F2#63)

 (F2#63)

 (E63)

 (E63)

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 接地線

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1



図 番

竣工

施工

File 2025/10/23 Output 2025/11/10

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史 単線結線図

3φ3W 6.6KV 60Hz

関西電力柱（カシワギ 8 N4 N2）

I ＞

SOG

2.5KA

LA X 3

PAS 7.2KV 200A

CH

地中埋設配管線路(FEP80)

CH

6.6KV 38sq-1C X 3

Ｗｈ

VCT

9KV
F

VS

8.4KV

6600/110V

100VA

3A 3A

7.2KV 400A

7.2KV 600A

VCB

12.5KA

VT X 2

CT X 2

75/5A

40VA

OCR

I

V

F

AW Cosθ

AS 75A

F

TC

DS X 3 ﾊﾞﾘｱ付

PC

6.9KV 50A X 3

予備

PC

6.9KV 50A X 3

PC

6.9KV 50A X 2

PC

6.9KV 50A X 2

PC

6.9KV 50A X 3

LBS

7.2KV 200A

G30 40KA

SC 7020V

3φ 50kVar

SC 7020V

3φ 106kVar

予備

NO-1 電灯用変圧器

1φ 100KVA

6600/210-105V

1φ 200KVA

6600/210V

※E1

ZCT

ZCT

I

LGR

ZCT

I

LGR

制御電源

※2

3A

F
VS

V

300V

CT X 2

600/5A

A

AS

600A

MCCB MCCBMCCB MCCB

3A

F
VS

V

300V

CT X 2

600/5A

A

AS

600A

3A

F
VS

V

300V

CT X 2

A

AS

3A

F
VS

V

300V

CT X 2

A

AS

750/5A 300/5A

300A750A

既設予備 既設予備

プレート利用

負荷名称負荷名称

MCCB

P

3

3

3

3

AF AT

150 150

175 175

150 150

100 100

3階(倉庫)水産卸売場

3階電気室内

3階機械室青果卸売場

負荷名称

MCCB

P AF AT

2

2

2

2

2

20

20

20

20

20

20

直流電源盤

※2 LGR電源

※1 漏電監視装置電源

負荷名称

MCCB

P

3

3

3

AF AT

負荷名称

MCCB

P AF AT

MCCB

P

3

3

3

AF AT

150

負荷名称

MCCB

P AF AT

2

2

2

150

175

150

100 100

LM-A L-C

L-D50 50

30 30

№２電灯盤 №２動力盤№１電灯盤

200 200

150

225 225

LM-1,2,3,4 LM-1,2,3,4

LM-5,6,7,8

LM-5,6,7,8

M-3

3

3

3

3

100 100

100

ﾎﾟﾝﾌﾟ室(消火栓送り)

青果冷蔵庫送り100

農業振興施設 1L-1 15022533

負荷名称

MCCB

P

3

AF AT

負荷名称

MCCB

P AF AT

3

3

3

№１動力盤

150 150

150

LM-D

浄化槽制御盤

225 225

100 100

予備 予備

LM-C

LM-A

プレート利用

EM-LMFC22sq EM-LMFC38sq

増設

農業振興施設 1M-1

NO-1 動力用変圧器

※E2

ZCT

絶縁監視装置

E L

E L

制御電源※E1

※E2

※1

電

増設

※裏面形ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰｯﾄ
※裏面形ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰｯﾄ
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2

盤名称

形　式

電灯分電盤リスト

幹線番号

合計容量

電灯分電盤参考結線図1

電磁接触器

切替器

２４時間タイマ－

自動点滅器

停電補償付

防災回路

電灯回路

リモコンリレ－

リモコンリレ－ 2P20A

1P20A

AC 100V

電灯回路

コンセント回路

電灯回路（リモコン回路）

電灯回路（リモコン回路）

名　　　称記　号

凡      例

備　　考

AC  100V

AC  100V

AC  100V

AC  200V

AC  200V

AC  100V

AC  200V

AC 1φ3W 105/210V 60HZ

R

R

R

R

2P 2P

2P 2P

TM

MC

MC

MC

MC

COS
COS

AS

分電盤姿図・形式

配線用遮断器

COS

TM

AS

1P

2P

R

R

注記）

１．リモコン回路は多重伝送フル２線式リモコンとする。

２．リレ－制御用Ｔ／Ｕ（４回路用）、拡張端末及びリモコントランスを必要個数組込むこと。

コンセント回路

３．分岐開閉器は協約形（コンパクトサイズ）とする。

N P

N  P

C H

C H

N  P

N P

N P

C H

N  P

N P

C H

N P

A B C

D E F

露出型 埋込型

自立型

プラスチック製　フタ付

露出、半埋込両用型

電灯回路（発電機回路）AC  100V

コンセント回路（発電機回路）AC  100V

G

G

調光回路AC  100V

点滅方式 点　灯 消　灯

(A)

(T)

自動点滅器 自動点滅器

タイマー自動点滅器

４．公共建築工事標準仕様、指定色とする。

屋内鋼板製

101 10n

A B

101 10n

201 20n

201 20n

301 30n

401 40n

10n

10n

20n

20n

30n

40n

A

50n

70n

L0n

負荷名称回路

負荷容量 分岐開閉器

MCB ELB P AF AT(VA) C/U

備　考

T/U Ry Tr MC TM

付属機能主開閉器

電気方式

100/200V

CET 

VATOTAL

1L-1 50 20

50 20

2

2

50 202

50 202

101

非

〃

〃

 130

200V

100/100A

MCB 3P

WH

WH

AT1

AT2

50 202

30 自動点滅器 ON、タイマー OFF

自動点滅器 ON、タイマー OFF

100V

200V

201

202

572

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 50 20

2 50 20

2 50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

2

2

2

2

2

2

2 50 20

50 202

 400

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

303

302

301

322

323

324

325

326

327

328

321

100V

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

非常照明

1203

屋外壁灯

 300

 300

端子盤内ｺﾝｾﾝﾄ

予備

予備

予備

予備

予備

壁掛型

A

1L-1

AC1φ3W

38sq

1000複合機ｺﾝｾﾝﾄ

流し台ｺﾝｾﾝﾄ

電気温水器ｺﾝｾﾝﾄ

事務所他ｺﾝｾﾝﾄ

事務所ｺﾝｾﾝﾄ

作業場電灯

事務所換気扇電灯

庇下電灯

1100

ｹﾄﾙｺﾝｾﾝﾄ

電子ﾚﾝｼｺﾝｾﾝﾄ

300

400

作業場西ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾃｰｼﾞ下ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾃｰｼﾞ下ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾃｰｼﾞ下ｺﾝｾﾝﾄ

1020

1020

1020

200

作業場東ｺﾝｾﾝﾄ

作業場北ｺﾝｾﾝﾄ

作業場配線ﾀﾞｸﾄ

作業場配線ﾀﾞｸﾄ

作業場配線ﾀﾞｸﾄ

作業場配線ﾀﾞｸﾄ

作業場配線ﾀﾞｸﾄ

屋外南ｺﾝｾﾝﾄ 200

200

屋外玉ねぎ選別機 300

屋外東ｺﾝｾﾝﾄ

屋外北ｺﾝｾﾝﾄ 200

800

1200

1200

1200

500

500

600

150

ED ED(ELB)

電力量計

1Φ2W 30A

事務所ｴｱｺﾝ 1500

17545

SP スペース 2 50

SP スペース 2 50

SP スペース 2 50

SP スペース 2 50

デジタル型

電力量計

デジタル型

1Φ3W 120A

竣工

施工

File 2025/10/23 Output 2025/11/10

着工 図 番

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史 電灯盤リスト・端子盤リスト

電

キ－付

N P

C H

N P

1
,
0
0
0

700 150

端子盤参考姿図

電話設備
記　号

盤形状

弱電端子盤リスト

テレビ共聴設備

1T-1

端子台　２０Ｐ

情報設備

露出コンセント

2P15Ax2 E付x2

鋼板製

露出型

テレビ機器

スペース

光・ＬＡＮ機器

スペース

〃

〃

〃

〃

  10

※分電盤は公共建築工事仕様　＊指定色仕上げとする。
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ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ

4 試験－自動（警報付給水又は排水）

イ ロＬ制御回路 Ｙ制御回路

6 液面の表示・警報

A B C D電源送り 直入起動 直入起動 E Fスタ－デルタ起動 直入起動（ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御）

2 手動－遠方 3 試験－連動・自動1 手動

G スタ－デルタ起動（インバ－タ制御）

動　　力　　参　　考　　結　　線　　図

MCCB

52

nE

C

MCCB

EF

直入起動

M

52

nE

C

MCCB

EF

M

A
CT

２００Ｖ：３０Ａ超（５．５ｋＷ以上）

４００Ｖ：全て

52

nE

C

MCCB

EF

M

Ａ

C

42 6

CT

52

MCCB

EF

Ａ

M

nE

CT

52

MCCB

EF

Ａ

M

CT

52

MCCB

EF

Ａ

42A

INV

C

42 6

M

nE

42B

OL

51

X

nE

51

X

52

52

ON

3

51

X

OFF

3

P1 P2

P3

イ又はロ OL

51

X

nE

51

X

52

52

ON

3

51

X

OFF

3

P1 P2

P3

イ又はロ

ON

３

３

OFF

RL

43

M R

OFF

52

OL

51

X

nE

51

X

52

51

X

P1 P2

P3

イ又はロ

43

T A

OFF

5 試験－自動交互　給水・排水の自動運転

OL

51

X

51

X

52

51

X

33W

E4

E3

E5

E1

E2

OL

33

LX

OL

33

HX

28

X

28

X

BZ

5

BZ

LL HL

33

HX

33

LX

P1 P2

P3

イ又はロ

nE

43

T A

OFF

OL

51

X1

43-1

T A

OFF

51

X2

52

33W

E7

E6

E8

E4

E5

OL

33

LX2

OL

33

HX2

28

X

28

X

BZ

5

BZ

LL2 HL2

33

HX1

33

LX1

OL

51

X2

43-2

NO1 NO2

交互

51

X1

33X

10

51

X2

10

51

X1

OL

33

LX1

OL

33

HX1

LL1 HL1

6210

33

LX

43-2

NO2NO1

交互

E3

E2

E8

E1

62

交互運転回路

33

HX2

33

LX2

-2

51

X1

52

-1

NO1

NO2

33

X

nE nE

P1 P2

P3

イ又はロ

51

X2

P2 P1

P3

イ又はロ

33W

OL

33

LX

OL

33

HX

LL HL

E2

E1

E3

33

HX

33

LX

RL 52

52

GL

RL 52

52

GL 2 6 6X 42

642

6

2

6X

5252 6

P1 P2

P3

P1 P2

P3

E3

E2

E8

E1

E3

E2

E8

E1

E2

E1

E8

E2

E1

E8

SV

33W

SS1

SS2

ポンプ盤

電磁弁

AC200V

AC200V

E

電極切替・電磁弁制御7 8 試験－自動・交互運転

OL

51

X1

43-1

T A

OFF

OL

51

X2

43-2

NO1 NO2

交互

51

X1

X1

10

51

X2

10

51

X1

6210

43-2

NO2NO1

62

交互運転回路

33

X

nE nE

P1 P2

P3

イ又はロ

51

X2

P2 P1

P3

イ又はロ

X1

外部信号

主開閉器

電気方式

負荷容量

その他

主回路

操　　作

制御方式

連動及び

インターロック

配管配線

警報盤

減水 異常 表示満水

備　考

動　　力　　盤　　リ　　ス　　ト

KW

盤名称

形　式

幹線番号

合計容量

※注）製造者標準盤

N P

C H

N P

N P

C H

N P

B CA

分電盤姿図・形式　　（公共建築工事標準仕様、指定色とする。）

N P

C H

N  P

露出型 屋外型（屋根付）
自立型

1M-1

屋内鋼板製

壁掛型

A

A

A

A

KW

60sqCET

A

A

A

A

200V

AC3φ3W

A

A

分岐開閉器

ELBMCB P AF AT

3

3

3

3

50 30

50

3 50

3 30

3

3

3 50

3

負荷名称記号

3

4

2

1

SP

5

6

7

SP

8

MCB 3P

225/150A

L

WH1M-1

スペース

スペース

13.4650

ｽﾀﾝﾊﾞｲ装置電源  6.00

 6.00

50

ﾘﾌﾄ充電用3063

20 コンプレッサー 1.50

ﾙｰﾌﾌｧﾝ操作盤 0.59

予備

予備

予備50

50

50

15

30

30

30

ED ED(ELB)

EM-CE3.5sq-4C(内1CE)

EM-CE5.5sq-4C(内1CE)

EM-CE5.5sq-4C(内1CE)

EM-CE14sq-3CE5.5sq

EM-CE3.5sq-4C(内1CE)

nE

INV F

29.16

電力量計

デジタル型

3Φ3W 250A

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/11/10

着工 図 番

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史 動力盤リスト

東近江市農業振興施設整備工事2025.08.20

電 07



ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

A84 B32 C44W D15W高天井用照明器具　水銀灯４００形器具相当

参考品番　：　ＮＹＭ２０２０１ＬＲ９

本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板

光束１６０００ｌｍ、消費電力８３．５Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、拡散タイプ、直付型

器具本体（２ｋｇ）

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ＬＳＳ９－４－４８

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型　防湿型・防雨型

参考品番　：　直付ＸＬＷ４６３ＫＥＮＺＬＥ９

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤウォールライト　２０形

ＬＢＦ３ＭＰ/ＲＰ－２－１３

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

防湿型・防雨型

器具光束１４８０ｌｍ、消費電力１４．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル

省エネタイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力３６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

E37

ＬＳＳ１－４－６５

　協議のうえ決定とする

各器具色温度については監督員と

【注記事項】

竣工

施工

File 2025/10/23 Output 2025/11/10

着工 図 番

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史 照明器具姿図

電

直付中天井用（～６ｍ）、３０分間タイプ

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６

レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）

電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池

点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

19.417.214.611.610.29.68.5Ａ４

22.821.018.615.213.512.711.3Ａ２

6.48.77.96.96.35.95.4Ａ１単体配置

直線配置

四角配置

6.0m5.0m4.0m3.0m2.6m2.4m2.1m器具取付高さ

Ｋ０１４３７７５保守率：０．９２

ａ30

Ｋ１－ＬＳＳ１１－３

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

　『照明器具の消費電力は　JIS　C　8105-3の測定方法による』　

2025.10.10
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東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)



ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸZM:300 立上3,0M

14

1

(E31)

PB2

EXP,J

図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/11/10

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

東近江市農業振興施設整備工事2025.08.20

A1:1/100

A3:1/200

平面図

幹線・動力設備 平面図

D

E

D

以降、３階平面図参照

幹線ケーブル仕様表

A

B

C

 EM-CET 38sq

D

 EM-IE E14sq,ELB8sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 (E51)

 (E63)

 (VE28)

 (F2#63)

 (F2#63)

 接地線

 電灯幹線1L-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 動力幹線1M-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq  電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

F

G

E

 EM-CET 60sq E14sq,ELB8sq

 (E63)

 (E63)

 電気室より

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

空き売場

関連商品売場

２ｔ

A B C

6

5

4

3

2

1

1,215

950 265

1,500

3,500

2,000

12,500

9,000

7,500 1,500

265 3,385

5,000

1,350 265 1,470

2,775

1,470265

1,7503,250

5,000

4,950

17,500

12,500

6,0501,500

950 265

1,215

4
,
5
0
0

4
,
2
3
5

2
6
5

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
2
3
5

4
,
5
0
0

2
6
5

5
,
0
0
0

1,040

北側庇下

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

9,0009,000 9,000

9,000

1,040

2,775 9,000 9,000 9,000

南側庇下

２ｔ

9,000

架台:31.29㎡

立水栓

立水栓

立水栓

立水栓

関連商品売場

特

特

作業台W1500

ﾊﾝｶﾞｰ引分け戸(W7900×H3500)

上部備品保管棚

ﾊﾟﾚｯﾄ:1200×1000

作業場

ﾀﾗｯﾌﾟ

冷蔵庫

吊戸棚W1200

流し台W1200

ﾃ ﾌーﾞﾙ

書棚

事務机

現場事務所兼休憩室

ｼﾝｸW750

(建築工事)

1T-1

1M-1

1L-1

B

S

ELB3P30A + 3P20AE露出ｺﾝｾﾝﾄ

トラック冷蔵車スタンバイ装置電源

(E25)

PB2

5.5

3φ6KW 30AE

3

F

G

INV

5

(E25)

(E25) X 2

D

5.5

2

3φ1.5KW

20A

3Φ200V 6.0KW

※野菜包装ライン(コンプレッサー)

コンデンシングユニット

3Φ200V 13.46KW

(ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷蔵庫業者設置)

上部ルーフファン

※フォークリフト充電用コンセント

青果卸売場

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸZM:W300 FL+4500

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

防水扉ﾎﾞｯｸｽ FL+1,300

 (ラック)

 (ラック)

電

【注記事項】

１) 露出配管工事は、指定色塗装とする。

天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

(屋内ＥＰ、屋外ＧＰ)

露出配管配線

OAフロアー内配線

【特記事項】

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　3P30A 接地極付    新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　3P20A 接地極付    新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

30AE

凡　例

S

PB2 ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200x200x200SS

INV

B

20AE

20A 手元開閉器盤 鋼板製 ELB3P20A

ﾌｧﾝｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

ﾌｧﾝｲﾝﾊﾞｰﾀｰ3φ0.75KW 

PB4W PB4W

PB4W ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 400x400x400SUS WP

3Φ0.56KW

（内1C接地線）

3.5

5.5

14

EM-CE14sq-3C E5.5sq

EM-CE3.5sq-4C

EM-CE5.5sq-4C （内1C接地線）

（内1C接地線）

2

EM-CE2sq-4C

2

3.5

手元開閉器盤 鋼板製扉防水鍵付　内部ELB3P30A + 3P20AE露出ｺﾝｾﾝﾄ取付

3.5

4

参考品番：FR-F720PJ-0.75-PS

プレハブ冷蔵庫(別途工事)

既設プレハブ冷蔵庫

既設プレハブ冷蔵庫

09

１箇所

１箇所



2
8
,
0
0
0

1
8
,
0
0
0

4
6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

79,000

36,000 16,000 27,000

9,000 9,000 9,000 9,000 5,500 5,000 5,500 9,000 9,000 9,000

青果卸売場 水産卸売場

オイルタンク

関連商品売場

PS

PSPS

作業室

休憩所

関連商品売場

空き売場

関連商品売場

空き売場

空き売場

空き売場

空き売場

A1:1/150

A1:1/300

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/11/10

着工 図 番

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM:W300 FL+4,500　（既設ｽﾗﾌﾞ下敷設）

D

D

以降、増築棟平面図参照

以降、３階平面図参照

幹線ケーブル仕様表

A

B

C

 EM-CET 38sq

D

 EM-IE E14sq,ELB8sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 (E51)

 (E63)

 (F2#63)

 (F2#63)

 接地線

 電灯幹線1L-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 動力幹線1M-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq  電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

F

G

E

 (E63)

 (E63)

 電気室より

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 EM-CET 60sq E14sq,ELB8sq

凡　例

PB3　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　300x300x300SS

PB4　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　400x400x400SS

50

75

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁貫通箇所　ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｺｱ 50φ X 2

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁貫通箇所　ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｺｱ 75φ X 2

 (VE28)

(ラック)

(ラック)

電

幹線設備 既設１階平面図

幹線設備 既設１階平面図

2025.10.10

10

東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)

既設プレハブ冷蔵庫

既設プレハブ冷蔵庫



2
8
,
0
0
0

1
8
,
0
0
0

4
6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

79,000

36,000 16,000 27,000

9,000 9,000 9,000 9,000 5,500 5,000 5,500 9,000 9,000 9,000

吹き抜け

吹き抜け

屋根裏

屋外機置場

機械室

倉庫

男子

トイレ

女子

トイレ

湯沸室

屋上

協同組合
あぐりステーション 丸一事務所

会議室

会議室
管理事務所

中央水産事務所
空き部屋

空き部屋

和室

（物置）

A1:1/150

A1:1/300

竣工

施工

File 2025/10/23 Output 2025/11/10

着工 図 番

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

電気室

№1電灯盤 №1動力盤

№2動力盤 高圧受電盤
既設接地端子盤

PB3

PB3

C

C

TEL・情報

立下げｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

既設ケーブルラック

№2電灯盤

A

B

C

PB3

ZM:W300

D

PB4

幹線ケーブル仕様表

A

B

C

 EM-CET 38sq

D

 EM-IE E14sq,ELB8sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 60sq

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq

 EM-CET 60sq

 (E51)

 (E63)

 (VE28)

 (F2#63)

 (F2#63)

 接地線

 電灯幹線1L-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 動力幹線1M-1

 電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

 EM-CET 38sq E14sq,ELB8sq  電灯幹線1L-1

 動力幹線1M-1

F

G

E

 (E63)

 (E63)

 電気室より

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

幹線・TEL・情報設備 平面図

PB3

 EM-CET 60sq E14sq,ELB8sq

凡　例

PB3　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　300x300x300SS

PB4　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　400x400x400SS

50

75

PB4

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁貫通箇所　ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｺｱ 50φ X 2

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁貫通箇所　ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｺｱ 75φ X 2

空配管(E31) X 2 導入線1.6mm

 (E63)

 (E63)

既設卸市場等３階平面図

電

50

75

75

2025.10.10

11

東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)



ウ

(E25)

(E25)

×

事務室

B32 4

×C44W

北側庇下

5

南側庇下

C44W

×

屋外

D15W 2

図 番

竣工

施工

File 2025/10/23 Output 2025/11/10

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

平面図

電灯設備 平面図

２ｔ

A B C

6

5

4

3

2

1

1,215

950 265

1,500

3,500

2,000

12,500

9,000

7,500 1,500

265 3,385

5,000

1,350 265 1,470

2,775

1,470265

1,7503,250

5,000

4,950

17,500

12,500

6,0501,500

950 265

1,215

4
,
5
0
0

4
,
2
3
5

2
6
5

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
2
3
5

4
,
5
0
0

2
6
5

5
,
0
0
0

1,040

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

9,0009,000 9,000

9,000

1,040

2,775 9,000 9,000 9,000

２ｔ

9,000

立水栓

立水栓

立水栓

立水栓

特

特

作業台W1500

7.5ｍ

▲
▲

▲

上部ルーフファン

ﾀﾗｯﾌﾟ

冷蔵庫

吊戸棚W1200

流し台W1200

ﾃ ﾌーﾞﾙ

書棚

事務机

1L-1

ア ア

ア ア

イ イ

イ イ

ウ

ウウ

ウ

×A84 13

(E25)

現場事務所兼休憩室

作業場

作業場

冷蔵室

北側庇下

南側庇下

冷蔵室

空き売場

関連商品売場

上部備品保管棚

エ

エ

AS

P

101

JB

(PF22)

(E31)

(E25)

201

JB

(E25)

× 8

× 3

PB1

PB2

EM-EEF （内1C接地線）-3C2.0

C

EM-EEF （内1C接地線）-2C x 22.0

EM-EEF （内1C接地線）- C2.0 +3C2

【特記事項】

EM-EEF 2.0-2

2.0

青果卸売場

土間配管配線 露出配管配線

(屋内ＥＰ、屋外ＧＰ)

天井内配線

地中埋設配管配線

OAフロアー内配線

EM-EEF

EM-EEF

-2C

-3C

1.6

1.6

EM-EEF -2C1.6  x 2

2種金属線ぴ（ﾚｰｽｳｪｲ40 X 45）

3

【注記事項】

　　照明器具についてはO.BOXの取付は省略可能とする。

１）特記なき照明器具のO.BOXは４角中深型（樹脂製）とする。また、送り端子付の

２) 露出配管工事は、指定色塗装とする。

PB1

JB ﾚｰｽｳｪｲ用ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 150x150x100SS

PB2 ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200x200x200SS

自動点滅器   AC100VAS

凡　例

P

埋込形ｽｲｯﾁ       1P15A*1     　　 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

埋込形ｽｲｯﾁ 　    3W15A*1     　　 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

埋込形ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ 1P4A*1     　　  新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

EM-EEF - C x2.0

EM-EEF - C x2.0

2.0

2.0

3

3

 3

 4

(E25)

(E25)

(E25)

エ

FL+2600

FL+2600

FL+2600

2.0
JB

JBJB

レースウェイ FL+4600

梁 600

折半屋根
折半屋根用インサート

1
,
0
0
0
～

1
,
3
0
0

▽FL

4
,
6
0
0

レースウェイ 40X45

吊りボルト

振れ止め

胴縁

100X100X2.3

胴縁に固定

壁面

レースウェイ吊下げ参考図　1:30

E37

-電

AT2

AT2

ア～エ

3W X 4

ア～エ

3W X 4
JB

※電灯盤1L-1立下げはコンセント設備配管(E63)とする。

AT1

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

１）特記なき配管配線は下記の通りとする。但し立下は電線管にて保護の事。

2025.10.10

12

東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)

プレハブ冷蔵庫(別途工事)



JB

図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/11/10

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

平面図

２ｔ

A B C

6

5

4

3

2

1

1,215

950 265

1,500

3,500

2,000

12,500

9,000

7,500 1,500

265 3,385

5,000

1,350 265 1,470

2,775

1,470265

1,7503,250

5,000

4,950

17,500

12,500

6,0501,500

950 265

1,215

4
,
5
0
0

4
,
2
3
5

2
6
5

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
2
3
5

4
,
5
0
0

2
6
5

5
,
0
0
0

1,040

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

9,0009,000 9,000

9,000

1,040

2,775 9,000 9,000 9,000

２ｔ

9,000

立水栓

立水栓

立水栓

立水栓

特

特

作業台W1500

7.5ｍ

▲
▲

▲

上部ルーフファン

ﾀﾗｯﾌﾟ

冷蔵庫

吊戸棚W1200

流し台W1200

ﾃ ﾌーﾞﾙ

書棚

事務机

作業場

冷蔵室

北側庇下

南側庇下

冷蔵室

空き売場

関連商品売場

上部備品保管棚

青果卸売場

【注記事項】

　　照明器具についてはO.BOXの取付は省略可能とする。

１）特記なき照明器具のO.BOXは４角中深型（樹脂製）とする。また、送り端子付の

２) 露出配管工事は、指定色塗装とする。

梁 600

折半屋根
折半屋根用インサート

1
,
0
0
0
～

1
,
3
0
0

▽FL

4
,
6
0
0

レースウェイ 40X45

吊りボルト

振れ止め

胴縁

100X100X2.3

胴縁に固定

壁面

-電

1L-1

非常灯設備 平面図

7 , 9 0 0

7 , 9 0 0

7 , 9 0 0

非

土間配管配線 露出配管配線

(屋内ＥＰ、屋外ＧＰ)

天井内配線

地中埋設配管配線

OAフロアー内配線

EM-EEF -2C1.6

2種金属線ぴ（ﾚｰｽｳｪｲ40 X 45）電灯設備施工

C

【特記事項】

EM-EEF 2.0-2

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。

照明器具姿図参照

ﾚｰｽｳｪｲ用ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

ﾚｰｽｳｪｲ用ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ内接続

凡　例

照明器具用ﾚｰｽｳｪｲに取付

非常灯取付参考図　1:30

JB

JB

現場事務所兼休憩室

a30

a30

a30

7 , 9 0 0 a30

a30

JB

※電灯盤1L-1立下げはコンセント設備配管(E63)とする。

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

2025.10.10
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非常灯a30



309

EM-EEF （内1C接地線）-3C2.0

C

【特記事項】

2.0-2

図 番

竣工

施工

File 2025/11/10 Output 2025/11/10

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

平面図

コンセント

土間配管配線 露出配管配線

(屋内ＥＰ、屋外ＧＰ)

天井内配線

地中埋設配管配線

OAフロアー内配線

2

2ET

15/20AE

2E R ｺﾝｾﾝﾄﾚｰﾙ用引掛けｺﾝｾﾝﾄ　＋　ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ　2P15A*2 接地極付

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A*2 　　　　      新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A*2 接地端子      新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15/20A 接地極付     新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

JB ﾚｰｽｳｪｲ用ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

空き売場

関連商品売場

青果卸売場

２ｔ

A B C

6

5

4

3

2

1

1,215

950 265

1,500

3,500

2,000

12,500

9,000

7,500 1,500

265 3,385

5,000

1,350 265 1,470

2,775

1,470265

1,7503,250

5,000

4,950

17,500

12,500

6,0501,500

950 265

1,215

4
,
5
0
0

4
,
2
3
5

2
6
5

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
2
3
5

4
,
5
0
0

2
6
5

5
,
0
0
0

1,040

北側庇下

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

9,0009,000 9,000

9,000

1,040

2,775 9,000 9,000 9,000

南側庇下

２ｔ

9,000

立水栓

立水栓

立水栓

立水栓

関連商品売場

特

特

1
2
ｍ

作業台W1500

7.5ｍ

冷蔵室

▲

作業場

▲

▲

上部ルーフファン

ﾀﾗｯﾌﾟ

冷蔵庫

吊戸棚W1200

流し台W1200

ﾃ ﾌーﾞﾙ

書棚

事務机

現場事務所兼休憩室

冷蔵室

2EWP

※PPバンド機

2 2

2

2EET

20A

壁掛けエアコン

AC100V、1.1kw

※電気温水器

ケトル

電子レンジ

160W

740W

120W

120W

740W

160W

120W ※野菜ネット封入クリップ機

740W

160W

※扇風機,スポットクーラー

※野菜ラップ機器

ステージ下３箇所で使用

100W

100W

100W

ET

ET

ET

ET

ET

ET

ET

ET

ET

2EET

2EET

2EET

2種金属線ぴ（ﾚｰｽｳｪｲ40 X 45）電灯設備施工

電

コンセント設備 平面図

2EET

2EET

※ターンテーブル

60W

470W

※ベルトコンベアー

40W

※ラベルマシーン

200W

※野菜計量器

25W

梁 600

折半屋根

折半屋根用インサート

1
,
0
0
0
～

1
,
3
0
0

レースウェイ 40X45

吊りボルト

振れ止め

胴縁

100X100X2.3

胴縁に固定

壁面

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

2E

R

▽FL

4
,
6
0
0

配線ダクトレール吊下げ参考図　1:30

ﾊﾟｲﾌﾟ吊りﾊﾝｶﾞｰ1500mm 3箇所共

照明器具取付用

電灯設備施工

配線ﾀﾞｸﾄﾚｰﾙ　2P20AE  3m

3
,
1
0
0

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ﾌｧｸﾄﾗｲﾝ20 

ﾌｧｸﾄﾗｲﾝ20 ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄ 

接地2P20A125V

２個用抜け止め

1
,
3
0
0
～

2
,
3
0
0

800～ 1,800

2E

R

2E

R

2EWP

FL+1300

FL+1300

2EET

配線ﾀﾞｸﾄﾚｰﾙ　2P20AE  3m　ﾊﾟｲﾌﾟ吊りﾊﾝｶﾞｰ1500mm 3箇所共

【注記事項】

１）特記なき配線器具のO.BOXは４角中深型（樹脂製）とする。

２) 露出配管工事は、指定色塗装とする。

凡　例

PB1 ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 150x150x100SS

PB2 ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200x200x200SS

PB1

(E25) (E25)

2EWP

300W

※玉ねぎ選別機,玉ねぎ仕上機

FL+1300

2E

露出

PB1

PB1

(E25)

(E25)

AC

2

2EET

(E25)

(E25)

2EET

ET

2EET

2

301

302

401

303

304

305

306

307

1T-1

1M-1

1L-1

2EWP(E25) FL+1300

308

310

311

312

313

314
315

316

317

318

319

320

321

322

AC200V

323

※電灯盤1L-1 ２次側配線用立上配管(E63) X 3本とする。

2

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

１）特記なき配管配線は下記の通りとする。但し立下は適合電線管にて保護の事。

EM-EEF (PF22)

(PF22)

2025.10.10
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６箇所

20箇所

０箇所

24箇所



１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。

図 番

竣工

施工

File 2025/10/23 Output 2025/11/10

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

A1:1/100

A3:1/200

天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

(屋内ＥＰ、屋外ＧＰ)

露出配管配線

OAフロアー内配線

凡　例

【特記事項】

【注記事項】

１) 露出配管工事は、指定色塗装とする。

空き売場

関連商品売場

２ｔ

A B C

6

5

4

3

2

1

1,215

950 265

1,500

3,500

2,000

12,500

9,000

7,500 1,500

265 3,385

5,000

1,350 265 1,470

2,775

1,470265

1,7503,250

5,000

4,950

17,500

12,500

6,0501,500

950 265

1,215

4
,
5
0
0

4
,
2
3
5

2
6
5

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
2
3
5

4
,
5
0
0

2
6
5

5
,
0
0
0

1,040

北側庇下

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

9,0009,000 9,000

9,000

1,040

2,775 9,000 9,000 9,000

南側庇下

２ｔ

9,000

架台:31.29㎡

立水栓

立水栓

立水栓

立水栓

関連商品売場

特

特

1
2
ｍ

作業台W1500

7.5ｍ

ﾊﾝｶﾞｰ引分け戸(W7900×H3500)

冷蔵室

上部備品保管棚

ﾊﾟﾚｯﾄ:1200×1000

▲

作業場

▲

▲

ﾀﾗｯﾌﾟ

冷蔵庫

吊戸棚W1200

流し台W1200

ﾃ ﾌーﾞﾙ

書棚

事務机

現場事務所兼休憩室

冷蔵室

ｼﾝｸW750

(建築工事)

1T-1

1M-1

1L-1

上部ルーフファン

青果卸売場

電

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸZM:300 立上3,0M

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸZM:W300 FL+4500

L L

LAN LANTEL
TEL

TV

R

1T-1へ

C C C C

(PF22) X 4 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ迄立上

C

EXP,J

以降、既設卸市場等３階平面図参照

C

(E31) X 2

(F2#30) X 2

C

(E31) X 2 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ迄立上

(E31) X 2 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ迄立上

C

（ＴＥＬ・情報設備）

（ＴＶ共聴設備）

EM-S-5C-FB

空配管 PF22 導入線1.6mm

電話受口

LAN受け口
L

R

TV受け口

Cat 6

6極4芯

直列ユニット　終端抵抗付

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 300x300x300SUS WPPB3W

PB3W PB3W

EM-S-5C-FB入線

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ZM:W400ｾﾊﾟ付 FL+5500

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

EM-S-5C-FB

(PF16)

電話･情報設備平面図

電話･情報設備平面図
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東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)

プレハブ冷蔵庫(別途工事)



別　 途　 工　 事

概　 要　 説　 明

東近江市農業振興施設整備工事

工業専用

　 ・ 　 　 　 ・ 　 １ ０ 　 ・ 　 ３ ０

　 ・   　 　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ７

　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 ３ ０

　 ・ 　 ３ 　 ・ 　 ６ 　 ・ 　 ９

　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 １ ２

しゅん工写真

（ 1. 5. 2）

施工図等の取り扱い

指定なし

総括安全衛生管理義務者

官公署その他への届出

産業廃棄物の処理

発生材の処理等

安全対策

別契約の関連工事

(Ｃ ＯＲＩ ＮＳ)

工事実績情報の登録

条件明示項目

電気保安技術者

技術管理

適用基準等

施工基準

現場代理人等

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

完成時の提出図書

工事写真

取扱説明書の作成

各種検査合格書等

技術検査

　

区　 分

着工前

工事中

完成時

定期提出

設計ＧＬ

市内下請

・ 材料調達の促進

施工体制点検

不法無線局の排除

近隣家屋の調査

地元説明会

バリ アフリー

設計図の製本

環境配慮

軽微な変更

不当介入の防止

フロン回収等

備　 　 　 考分類・ 規格 提出部数撮影箇所

２

２

２

２

１

２

　 ファイル形式をＪ Ｐ Ｅ Ｇとし、 ＤＶ Ｄ－Ｒ にて提出すること。

・ サービス版 　 状況により つなぎ写真

・ サービス版　 　 ※キャビネ版

・ サービス版

・ サービス版

・ サービス版

　 必要に応じ撮影する

　 完了届提出用

　 工事月報用

　 主として外観

　 主として内観・ サービス版　 　 ※キャビネ版

技能検定作業適用工事種別

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　  目適用種目

既設量水器の移設を行う 。

　 　 　 　 　 ・ ポリ 粉体ライニング鋼管 Ｐ Ｄ

屋外配管： ・ 硬質塩化ビニル管　 ＨＩ Ｖ Ｐ ・ Ｖ Ｐ 　 ・ ビニルライニング鋼管 Ｖ Ｄ

屋内配管： ・ ビニルライニング鋼管 Ｖ Ａ 　 ・ 硬質塩化ビニル管　 ＨＩ Ｖ Ａ ・ Ｖ Ｐ

保温工事

継手・ 弁等

配管材料

給水ポンプ

揚水ポンプ

高置タンク

受水タンク

量水器

負担金等

引込工事

その他

・ 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　

配　 管　 等

口径(　 　 　 )mm　 (　 　 　 )ｍ　 (　 　 　 )ｋ Ｗ

口径(　 　 　 )mm　 (　 　 　 )ｍ　 (　 　 　 )ｋ Ｗ

・ 貸与　 ・ 本工事

・ 要　 ・ 不要

・ 要　 ・ 不要

給水工事その他については、 条例により安全に施工すること。

施工は、 標準図による。

本工事は下記の事項に従って給水栓等に至るまでの配管、 機器及び器具取付工事の一切を施工する。工事範囲及び説明

（ 　 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 耐震（ ０． ６ ・ １ ． ０ ・ １． ５ ） Ｇ

（ 　 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 耐震（ １． ０ ・ １ ． ５ ・ ２． ０ ） Ｇ

 　 ・ 部分使用については、 しゅん工検査までに、 使用する場合は、 検査員の検査を行う 。 検査の指示に従い、 書類を用意すること 。

 　 建築工事下請人報告書、 施工体制台帳等届出書(施工体制台帳、 施工体系図)再下請通知書について金額にかかわらず提出すること。

　  ・ 質疑については、 所定の様式でやり とり を行う こと。

　  定例とし て、 電気、 機械等の設計者を交えて会議を行う こと 。

　  ・ 工事関係書類等は、 書面にて残すこと。 工事関係者は腕章を付けるなどして、 容易に区別できるよう にすること。

 　 ・ 定例会では、 前回議事の確認、 本回工事会議の確認、 指示事項、 その他質疑等、 次回打合せ日程の確認を行う こと。 月１ 回総合

保険等

準工業 工業 指定なし

第１ 種中高層 第２ 種中高層 第１ 種住居 第２ 種住居

契約工期による

近隣商業 商業

第２ 種低層第１ 種低層

準住居

13

12

11

機　械　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

一

　

　

般

　

　

共

　

　

通

　

　

事

　

　

項

機

械

工

事

仕

様

工

　

事

　

概

　

要 共

　

通

　

事

　

項

 

排

 

水

 

通

 

気

 

設

 

備

ガ

 

ス

 

設

 

備

消

　

火

　

設

　

備

受

　

水

　

設

　

備

給

　

水

　

設

　

備

　

給

　

湯

　

設

　

備

Ⅱ

Ⅰ

１

１

２

３

４

５

６

７

章 項　　　目

その他
39

16

15

18

17

26

25

28

29

31

30

32

33

34

35

36

37

38

21

24

23

22

20

27

19

14

5

4

9

10

8

7

2

1

6

3

◆ 図 面 名 ◆

最新日

製 図

◆ 縮 尺 ◆◆ 工 事 名 称 ◆◆ 備 考 ◆ ◆ 設 計 事 務 所 ◆

東 近 江 市 役 所

◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

機械工事特記仕様書（2）

確 認 者 確 認 者 図 作 者 図 作 者

２

そ の 他 の 規  制 風致地区　　自然公園　宅造規制区域　市街化区域　市街化調整区域　法２２条指定区域

工 事 期 間 ・ 限

工 　事 　名 　称

工 　事 　場 　所

用 　途 　規　 制

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

 R7.10.10

機-01

※　 部分的な設計変更又は一部の追加工事などに関して請負代金に増減が生じた場合は、 受注者は、 施工に先立ち工事費の増減

２ 　 「 資源の有効な利用の促進に関する法律」 （ リサイクル法） 及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、 建設副産物の発生

４ 　 施工計画書には、 契約者の写し、 施工者の写し、 搬出先までのルート 図、 運搬車のナンバープレート  一覧を添付すること。

　 すること。

　 抑制及び再利用の促進に努めること。 また、 再生資源利用〔 促進〕 計画書及び同実施所を作成し、 速やかに報告のこと。

　 る法律　 （ 建設リサイクル法） を遵守し、 分別解体及び再資源化を実施すること。

１ 　 本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、 「 建設工事に係る資材の再資源化等に関す

　 受注者は、 産業廃棄物を適正に処理するに当たり以下事項を含め、 事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けること。

　 労働安全衛生法第３ ０ 条第２ 項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

　 建設機械は、 国土交通省指定の低騒音型建設機械（ 標識を見易い箇所に表示すること。 ） を使用すること。

　 受注者は、 過積載等の違法運行防止を図るため、 道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

　 喫煙等については、 一定の場所を指定し、 火元責任者を配すること。

　 を行い、 関係法令に従い安全堅固に設置すること。

　 む。 ) 又は「 軽微な変更の届け」 の必要が生じた場合は、 申請手数料も含めて受注者の負担にて遅滞なく これを行う こと。

※　 材料、 工法等の変更により建築基準法第６ 条第１ 項「 計画の変更に係る確認」 の申請( 法第１ ８ 条第２ 項においての適用を含

　 を精算した内訳明細書を提出し、 監督職員の承諾を受けること。

する。 　 　 ・ 要　 　 ・ 不要

止対策要綱を遵守する。

　 　 までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　 　期間) については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

５　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

４ 　現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。  

３ 　主任（ 監理） 技術者も同様の確認を受けなければならない。  

　期間は常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかにとれる体制を確保すること。

区分の取り 合いについて図示にて説明し、 施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

　 (3)  工事完成時　 　 　 　 　 工事完成後１ ０日以内

　 なお、 変更時と完成時の間が１ ０日に満たない場合は、 変更時の提出を省略できるものとする。

まない。

　 (1)  工事受注時　 　 　 　 　 契約締結後１ ０日以内

　 (2)  工事内容の変更時　 　 変更契約締結後１ ０日以内

料とも） は、 一切受注者負担とする。

・ 東近江市　都市整備部　 施設建築課　 工事管理マニュアル(最新版)

・ 機械設備工事監理指針(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版)

・ 工事写真の撮り方( 建築設備編)営繕工事写真撮影要領・ 同解説( 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版)

・ 公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) ( 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・ 環境課監修　最新版)

・ その他関係法規に基づき安全に施工すること。

こと。

る場合の優先順位は、 記載の順序とする。

※　 工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定とし、 安全管理員を配置して危険防止に努めること。

　 と協議を行い、 支障のないよう 努めること。

　 ※構外搬出適切処理　 　 ・ 指定（ 　 　 　 　 　 ）

（ 1. 1. 3）

（ 1. 1. 1）

（ 1. 1. 7）

（ 1. 1. 4）

（ 1. 3. 8）

（ 1. 3. 7）

（ 1. 3. 9）

（ 1. 3. 3）

３ 　 受注者は、 「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 を遵守し、 同法第１ ２ 条の３ によるマニフェスト システムにより的確に実施

・ 　 別添仮設計画図・ 配置図等により示された仮設計画を参考に、 受注者にて構造、 施工方法について十分検討の上、 事前に協議

　 に近隣家屋に騒音、振動等公害発生のないよう留意し、 工事全般に万全の対策を講ずること。 また、 実施運営についても担当者

※　 工事車両の出入りについては、 速度制限を遵守し、危険防止に努めること。 また、 必要に応じて交通整理員を配置するととも

　 工事現場に置く 電気保安技術者は、電気事業法に基づく 電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行う ものと

　 受注者は、 建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。 また、 建設工事公衆災害防

　 (2)  工事請負契約書（ 以下「 契約書」 という 。 ） の規定に基づく 完了した旨の報告を受け、 完了確認した翌日から契約期間満了

  (1)  請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（ 現場事務所の設置、 資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの

　 付しなければならない。 また、 変更が生じた場合は、 速やかに「 現場代理人等変更届」 を提出し、 確認を受けなければならない。

２ 　現場代理人は、 監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（ 健康保険証の写し等） を「 現場代理人等届」 に添

１ 　原則として、現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。 ただし、 工事準備等を含め工事現場が不稼動である

　 受注者は、 別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、 定期的に協議を行い、 工事施工上の調整を図ること。 また、 工事

　 本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、 受注者にて行う ものとする。 また、その費用（ 手数

　 受注者は、 工事請負代金５０ ０万円以上の工事について、 工事実績情報サービス(ＣＯＲＩ ＮＳ )入力システムに基づき、 「 工事

「 工事カルテ」 を作成し、 監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に登録の手続きを行う とともに、 登録されることを証明

する資料を、 監督職員に提出すること。 ただし、期間には、 土曜日・ 日曜日・ 国民の祝日に関する法律に定める国民の祝日等は含

・ 本工事は、 工事請負契約書及び同約款を遵守し、 本特記仕様書を含む図面、 標仕により完全に施工する。 上記相互間に相違のあ

・ 本図は、 工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、 監督職員と打合せの上、その指示に従い、入念に施工する

試験は、 原則として公的試験場で行う ものとし、 その場所の決定に当たっては、 監督職員の承諾を受けること。

標仕に記載されていない特別な材料の工法については、 材料製造所の指定する工法とすること。

　 る場合は、 監督職員の承諾を受ける。

　 前、 作業終了後の確認等確実な管理を行う ものとする。

　 同等以上の品（ 以降、 同等品と記す。 ） を使用するものとし、 同等品を使用する場合は、 監督職員の承諾を受けること。

　 （ 6） 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　 （ 5） 製造又は施工の実績があり、 その信頼性があること。

　 （ 4） 法令等で定める許可、 認可、 認定、免許等を取得していること。

　 （ 3） 安定的な供給が可能であること。

　 （ 2） 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　 （ 1） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

及びその製造者は、次の（ 1） から（ 6） の事項を満たすものとする。

材料の利用にも努めること。 （ 1. 4. 1）

（ 1. 4. 6）

（ 1. 4. 5）

（ 1. 4. 2）

なお、 これらの材料を使用する場合は、 設計図書に定める品質、性能を有することの証明となる資料又は外部機関（ (社)公共建

　 築協会等） が発行する「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業」 の評価書等の写しを、 監督職員に提出して承諾を受けるものと

する。 ただし、 あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、 この限り ではない。 また、備考欄に商品名が記載された材料は、 当該

シンナー等については、 工事現場に放置することなく 、 保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、 作業

建築材料等は、 極力県内産品を選定することとし、製品等は、 特記されたもの又は同等品以上とする。 ただし、 同等品以上とす

屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空

　気汚染（ 揮発性有機化合物） 対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を選定する。 （ 標仕を参考とすること。

） 更に、 環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づく エコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、

本工事に使用する材料は、 設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、 Ｊ Ｉ Ｓ又はＪ ＡＳのマーク表示のない材料

　 工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。 デジタルカメラの総画素数は、 ２ ０ ０万画素以上、 記録

　 と。 施工は、 特定フロンを使用した材料・ 工法を用いないこと。

東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、 発注者に移譲するものとする。

使用電力、燃料等の使用を抑制し、 効率的な施工計画をたて、 省エネ施工に努めること。

　 ない。 また、その費用( 手数料とも) は、 一切受注者負担とする。

工事着手前に製本を作成し、 監督職員に提出のこと。 　 指定サイズ（ Ａ 1又はＡ３ ） 　 ４ 部

バリアフリー化に当たっては、 「 だれもが住みたく なる福祉滋賀のまちづく り条例」 を遵守すること。

家屋工作物等についても調査を行う こと。

受注者は、 施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行う こと。

　 いると疑わしい車両を発見したときは、 速やかに監督職員にその旨報告すること。

「 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」 に従い、 施工体制を講じること。

　 る保険に加入すること。

　 こと。

　 めること。

市内下請業者・ 市内材料調達の促進について

※図示　 　 　 ・ 現場にて指示

最新版)による。完成写真の撮影場所は、 監督職員の指示による。 しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

工事写真の撮影要領は、 工事写真の撮り方( 建築設備編)営繕工事写真撮影要領・ 同解説(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（ 「 不当介入に関する通報制度」 の徹底について）   

　 に対して、十分に指導を行う ものとする。

　 する。

　 時点で速やかに警察に通報を行う とともに、捜査上必要な協力を行う ものとする。

　

　 しゅん工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。

※完成図( しゅん工図) 提出部数　 ※４ 部　 　 ・ 　 　 部（ 訂正した図面）

　 なお、 責任施工のものは、 受注者・ 施工下請業者・ 材料製造所の連名書とすること。

　各種検査を必要とするもの、 責任施工のものは、各合格書又は保証書及びその写し各２ 部を提出すること。

※東近江市の求める部数とする。

（ 部数、詳細については、 監督職員の指示による。 ）

画素数は１ ２ ８ ０×９６ ０ 画素以上とする。

　 工事施工途中において、 適宜中間技術検査を行う 。

※施工計画書　 　 　 　 提出部数　 ※１ 部　 　 ・ 　 　 部

※施工図　 　 　 　 　 　 提出部数　 ※１ 部　 　 ・ 　 　 部 ( 指定サイズ及び電子媒体（ ＣＤ－Ｒ） ）

※保全に関する資料　 提出部数　 ※２ 部　 　 ・ 　 　 部

（ 1. 7. 1から3） （ 表1. 7. 1）

（ 1. 6. 2）

　冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、メーカー等によりフロンガスを全量回収し大気放出をしない処理を行う こ

　 け出るとともに、 監督職員に報告するものとする。 また、 受注者は、 以上のことについて下請請負人( 再委託の協力者を含む。 )

２ 　 受注者は、 前項により 通報を行った場合には、 速やかにその内容を記載した通報書（ 別記様式第１号） により所轄警察署に届

　 う 。 ） による不当介入（ 不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、 不当介入があった

１ 　 受注者は、暴力団員等（ 暴力団の構成員、暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしよう とする全ての者をい

３ 　 受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、 工程等に被害が生じた場合は、 監督職員と協議するもの

設計図書に明記なく とも機能上、 構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、 請負金額の変更対象とし

受注者は、 工事の着手前、完了後に、 図示部分の近隣家屋・ 工作物等の調査を実施し、 工事の起因する損傷等の有無を確認する

こと。万一、損傷等が生じた場合は受注者の責任において現状に復旧すること。 また、 受注者自ら必要と思われる図示以外の近隣

受注者は、電波法を遵守し、 不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、 工事現場において、 不法無線局を搭載して

１ 本市発注の建設工事等の施工に当たり、 下請契約する場合には、 できる限り東近江市に本店を有する業者へ発注するよう 努め

　 ること。その場合、 適正な価格で請け負わせ、 下請代金は適正な期間内に支払う こと等、 下請契約、 下請代金支払の適正化に努

２ 工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借入れする場合は、 極力地場調達するなど、 施工に当たっての配慮をする

受注者は、 工事の内容に応じた火災保険、 建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、 第三者等への損害についても補償

衛

　

生

　

器

　

具

　

設

　

備

※ウォーターハンマー防止の為の措置を講ずること他

　④管を支持し、 又は固定する場合においては、吊金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震、その他の震動、衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　③管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合においては、伸縮継手又は可とう継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を

　 全開にしハンドルを取り外しておく こと。 (所轄消防署と協議のこと。 )

　 行先を確認の上、 安全に処理すること。

　 こと。

　講ずること。

　 ものとし重機械を用いてはならない。

・ 　 機械設備工事で電気設備を含む場合には、電気設備工事に準ずる。

・ 　 機械設備工事で建築工事を含む場合には、 建築工事に準ずる。

・ 　 機械の据付、 配管支持については、地耐力を考慮し、 「 建築設備耐震設計施工指針」 を参照とすること。

・  全てのバルブには、系統及び口径を記入した札を取り付けること。

　①水道法施工令第５条

　②建築基準法施工令第１ ２９条の２ の５項及び関係告示

　③液化石油ガスの保安の確実及び取引の適正化に関する法律第３ ８ 条の２

　④下水道法１ ０ 条、 下水道法施工令８ 条（ 排水設備の設備及び構造の技術上の基準）

　⑤Ｈ１ ２ 告示１ ３ ８ ８号（ 設備の構造強度）

　⑥Ｓ５０ 告示１ ５９７号（ 給水、 排水配管設備）

　⑦Ｓ４ ８ 告示２ ５６ ３号（ 防火設備の構造方法）

　⑧Ｈ１ ２ 告示１ ３９０号（ 飲料水配管設備）

　⑨ガス事業法第４ ０ の４ の規定

・  建築物に設ける給水・ 排水その他の配管設備は、 次に示す①から④項目に準ずる。

　①風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　②建築物の部分を貫通して配管する場合においては、 当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、 有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

・  凍結(屋外等) のおそれがある箇所については、保温を行う か水抜き配管を行う こと。

・  建物断水の伴う 工事については、 施設管理者及び監督職員と十分に協議すること。

・  轄消防署と十分協議の上、 法的に支障のないよう 施工を行う こと。

・ 　 屋外地中配管においては、埋設標示テープ、 標示ピン及び標示杭を分岐・ 曲がり 箇所に設けること。 (テープは、 排水管を除く 。 )

・ 　地中埋設の鋼管類は、 防食処理を行う こと。 また、コンクリート貫通箇所はプラスチックテープを巻き、モルタル埋めとすること。

・ 　 建物内埋設及びピット 内の配管支持は、 全てスラブより、ステンレス製吊金具(棒鋼とも)にて吊り支持とすること。

・ 　コンクリート 製の会所等と、硬質塩化ビニル管の接続部は、砂付加工の工場製品を使用し、漏水防止を図ること。

・ 　弁枡・ 量水器枡内は、玉砂利の敷詰めを行う こと。

・ 　 配管に空気だまりのないよう に施工し、 図示以外で機能上必要と思われる箇所には、空気弁を取り付けること。

・ 　ライニング鋼管は、ねじ加工をリングゲージで確認後、ライニング部をスクレーパーで面取り し、鉄部を露出させないこと。

・ 　 シール材(シールテープは使用しない)は、 おねじに塗布し、パイプレンチで適切に締め付けること。

・ 　 本工事にて取り付ける機器の結線調整は、 全て本工事とする。

・ 　 施工に際し、既設内容、取合いをよく 調整して、既存設備の機能を低下させてはならない。

・ 　既設建物はつり、穴開け等に関しては、ダイヤモンドカッターを使用するものとし、 事前に簡易配筋検査を行う こと。

・ 　 屋外、暗渠等の多湿場所における給水ピット 内は、ポリエチレンフォームにて保温すること。

・ 　 上記以外の給水管、 排水管及び冷水管は、 (  ・  グラスウール　 ・ ポリステレンフォーム)にて保温すること。

・ 　 屋内露出配管は、カラー鉄板仕上げとすること。

・ 　 屋外及び厨房内の保温仕上げは、 ( ・ ステンレス　 ・  カラー鉄板) とすること。

・ 　床排水目皿のわんトラップは、樹脂製とすること。

・ 　 アスファルト 切断復旧及びコンクリート 切断復旧する際は、既設舗装仕様に準じる。

・ 　 保温付被覆鋼管を支持する場合は、保温材保護のため、断熱粘着テープ２回巻きをした上に支持バンド等で固定とすること。

・ 　 屋外及び屋内露出となる配管には、 指定色にて塗装工事を行う 。

・   本工事に必要な仮設電気、ガス、水道等の引込工事費、 負担金、 基本料金、 使用料金等は、引渡し日まで、 原則として受注者の負担とする。

・ 　 有価材の処分については、 監督職員と協議を行い、 適切に処分すること。

・ 　  各リスト の数量は、平面図等から数量を再確認すること。

・ 　  本工事の施工については、次に示す①から⑨の法令・ 規則に基づき確実に施工すること。

・ 　 防火、 防炎ダンパー類は、 国土交通大臣が認めたもの及び同認定を受けたものを使用すること。

・ 　 防火区画貫通に関しては、 関係諸法規に基づき完全に施工し全施工箇所の写真を撮影すること。

・ 　 建築設備（ 昇降機を除く ） 建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとする。支持構造部は、 建築物の構造体に緊結する

・  改修工事の際に新設した配管と既設配管を接続する場合は、 バルブを取付け、 工事範囲を明確にしておく こと。 ただし、 消火配線のバルブは、 工事完了後に

・ 　地中配管においては、 配管の上下に保護砂を１ ０ ０mm以上敷詰め、埋め戻しは、 管の耐力の範囲内で厚さ３ ０ ０mmごとにダンパー・ ランマー等で敷固める

　 なお当該工事範囲において、既存配管等があった場合は、 監督職員の指示により、 本工事で迂回等の工事を行う こと。 また、撤去工事は、 特に既設配管の

※直圧式　 　 ・ 加圧式　 　 ・ 重力式

水圧試験を行い漏水のないよう にすること。

施工は、 標準図及び標仕による。

屋外埋設配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ ＶＰ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ ＶＤ）

屋外架空配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ ＶＰ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ ＶＡ ）

屋内埋設配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ ＶＰ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ ＶＤ）

架空配管でＨ Ｉ ＶＰを使用するには、瑕疵検査時に水圧試験を行い確認すること。

飲適試験(９項目+残留塩素)を行う こと。 ( 　 　 箇所)

鋼管に使用する５０Ａ以下の弁は、 管底コア付弁、 ６５ Ａ以上は、ライニング弁とすること。

本工事は増築工事に伴う給水設備を行う 。

屋内架空配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ ＶＰ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ ＶＡ ） 　 ・ 架橋ポリエチレン管

（ 架空配管のＨ Ｉ ＶＰは、Φ４ ０ 以下・ ピット 内・ 及び２Ｆ 以下の範囲とする。 ）

ライニング鋼管には、 管端防食継手(埋設部は、外面樹脂被覆型)、 管端防食型弁、ライニング弁を使用すること。

工事範囲及び説明

その他

水質試験

継手、弁等

水圧試験

保温工事

配管材料

給水方式

施工は、 標準図による。

ガス湯沸器及び電気温水器の接地工事( 本体から接地付電源〔 電気工事〕 までの配線) は、 本工事で行う 。

煙導材料

その他

保温工事

給湯ボイラー

方式

工事範囲及び説明

配管材料

熱源

既設地下式消火栓の移設を行う 。

※ビニル被覆鋼管（ ＶＳ）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（ ＳＴ ＰＧ）

・ ポリエチレン外面被覆鋼管（ ＰＳ）

・ 水道用亜鉛メッキ銅管（ ＳＧＰＷ）

・ ポリエチレン外面被覆鋼管（ ＰＳ）
※ビニル被覆鋼管（ ＶＳ）

口径( 　 　 　 )mm　 　 　 ( 　 　 　 )ｍ　 　 　 (　 　 　 )ｋ Ｗ

その他

保温

所轄消防署と十分協議の上、 安全に施工を行う 。

屋外露出配管は、保温すること。

屋内架空配管

屋内埋設配管

※配管用炭素鋼鋼管（ 白）

※配管用炭素鋼鋼管（ 白）屋外架空配管

屋外埋設配管

消火栓箱参考図による。

（ 　 　 　 　 ） 製、容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3

（ 　 　 　 　 ） 製、容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 （ 専用・ 受水槽兼用）

配管材料

消火栓箱

消火ポンプ

消火充水槽

消火水槽

・ 連結送水管　 ・ 連結散水　 ・ 消火器　 　 ・ 炭酸ガス　 ・ スプリンクラー

・ 水噴霧消火　 ・ 泡消火　 　 ・ 屋外消火　 ・ 屋内消火栓方式

本工事は下記の事項に従って、 配管・ 機器及び器具取付工事の一切を施工する。工事範囲及び説明

工事範囲及び説明 本工事は下記の事項に従って、 配管・ 機器及び器具取付工事の一切を施工する。

気密試験後、点火試験を行い、燃焼の確認、 機器調整を行う こと。

配管用炭素鋼鋼管で５０ Ａ以下は、ネジ接合とし、 ８ ０Ａ以上は、溶接接合とすること。

埋設で合成樹脂被覆鋼管の接続は、 合成樹脂被覆メカ継手、 サービスコックは、 合成樹脂皮膜ボールバルブとすること。

・ 都市ガス（ １ ３Ａ ） 　 　 　 ・ プロパンガス　 　 　 ・ その他( 　 　 　 )

※配管用炭素鋼鋼管 (白) 　 　 ・ フレキ管（ ＳＵＳ ）

※ガス用ポリエチレン管（ ＰＥ ） 　 　 ・ ポリエチレン被覆鋼管（ ＰＬ Ｓ）

屋内埋設配管　 　 　 　 ※ガス用ポリエチレン管（ ＰＥ ） 　 　 　 ・ ポリエチレン被覆鋼管（ ＰＬ Ｓ）

※配管用炭素鋼鋼管 (白)

配管用炭素鋼鋼管の支持は、絶縁材付を使用すること。

液化石油ガス法、ガス事業法、高圧ガス取締法及びガス機器放置基準に基づいて施工を行う こと。

・ 貸与　 ・ 本工事

・ 要　 ・ 不要

屋内架空配管

屋外架空配管

屋外埋設配管

その他

ガスの種別

試験

配管材料

ガス計量器

負担金等

工事範囲及び説明

配管材料

排水方式

試験

保温工事

その他

その他

衛生器具

工事範囲及び説明

器具リスト による。

曲がり部は、 できる限り大曲がりエルボを使用し、 排水の流通を良く すること。

居室の天井、壁を通る排水管で排水音の発生するおそれのある箇所には、 防音シート巻きを施すこと。

施工は、 標準図及び標仕による。

３階以上の建物に関する排水管には、各階毎に満水試験継手で設けること。

区画貫通部　 　 　 　 　 ・ 耐火二層管　 　       　         ・ 防火区画用硬質塩化ビニル管（ ＶＰ ）

屋内架空配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ ＶＰ ） 　 　 　 ・ 耐熱塩化ビニル管（ ＨＴ ）

屋内埋設配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ ＶＰ ） 　 　 　 ・ 耐熱塩化ビニル管（ ＨＴ ）

屋外架空配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ ＶＰ ） 　 　 　 ・ 硬質塩化ビニル管（ ＶＵ） 　 　 　 　

屋外埋設配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ ＶＵ） 　 　 　 ・ 硬質塩化ビニル管（ ＶＰ ）

満水試験及び通水試験を行い漏水のないよう にすること。

本工事は増築工事に伴う 排水設備を行う 。

・ 　単独式　 ・ 　 合流式　 ・ 　屋内分流屋外合流式

本工事は増築工事に伴う 衛生器具設備を行う 。

・ フラッシュバルブの取付けは、 事前に水圧を測定し(水圧が低い場合には、 低圧用フラッシュバルブに変更)現状水圧に

・ 水栓類は、節水コマ付き、フラッシュバルブは、節水型とすること。

・ 管末屋外水栓は、凍結防止水栓(自動不凍コマ付き) とすること。

・ 大形鏡の裏には、 クッション材を入れ、割れ防止を行う こと。

　 適した器具を選定すること。

本工事は増築工事に伴う給湯設備を行う 。

・ 被覆鋼管　 　 ・ ステンレス鋼管（ ＳＵＳ） ・ 耐熱ビニルライニング鋼管（ ＨＴ ＶＤ） 　 　 ※金属強化ポリエチレン管

・ 保温付き被覆銅管（ 保温厚１ ４ mm以上） 　 ・ ポリブテン管　 　 ・ 架橋ポリエチレン管

・ 耐熱ビニルライニング鋼管（ ＨＴ Ｌ Ｐ ）

・ 鋼板製　 　 ・ 亜鉛鉄板製　 　 ・ ステンレス製

・ 　個別方式　 ・ 中央方式　 ・ 中央個別方式

・ 　ガス湯沸器(瞬間式) 　 ・ 　電気温水器(貯湯式) 　 ・ 　温水発生器

・ 　石油湯沸器(瞬間式) 　 ・ 　電気温水器(瞬間式) 　 ・ 　温水ボイラ

・ 　Ａ重油　 ・ 　灯油　 ・ 　 プロパンガス　 ・ 　都市ガス（ １ ３Ａ ） 　 ・ 　電気

３ 　 施工に際し、 施工手順書である建築工事施工チェックシート (最新版)に従い、 提出のこと。

　 　 特記事項に記載の「 　 」 内表示番号は、 標仕の当該項目、 当該表、 当該図を示す。

　 ( 3)  特記事項に記載の（ 　 ） 内表示番号は、 標仕の当該項目、 当該表、 当該図を示す。

　 　 ・ 　印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　 　 ・ 　印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

　 ( 2)  特記事項は   ・  印のついたものを適用する。

　 ( 1)  項目は番号に    印のついたものを適用する。

２ 　 特 記 仕 様

　 「 機械設備工事監理指針(最新版) 」 及び「 建築改修工事監理指針(最新版) 」 を参考とする。

1　 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、 全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築工事標準仕様書( 機械設備工事編) (最新版) 」

　 ( 以下「 標仕」 という 。 ) 及び「 公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編) (最新版) 」 (以下「 改修標仕」 という 。 ) による。 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

建築材料等

材料等の保管

特別な材料の工法

技能士

材料の品質等

材料の検査に伴う試験

東近江市市辺町2533番地

プレハブ冷蔵庫設備工事 ,建築工事

八日市公設市場西側の駐車場に、鉄骨造平屋建ての農業振興施設を整備する

工事である。

NO 名　　　称 工　　種 構　造

床　面　積　(m2)

１階

延面積(m2) 備　考

610.99㎡鉄骨造 610.99㎡新築農業振興施設1

株式会社　創作舎

東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)
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　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

使　用　機　材　製　造　者　指　定

11

10

９

８

12種目

13

14

特　　　記　　　事　　　項項　 目適用

製　　造　 　業　　者機　材　名適用

　

プ

ー

ル

循

環

濾

過

設

備

◆ 図 面 名 ◆

最新日

製 図

◆ 縮 尺 ◆◆ 工 事 名 称 ◆◆ 備 考 ◆ ◆ 設 計 事 務 所 ◆

東 近 江 市 役 所

◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

確 認 者 確 認 者 図 作 者 図 作 者

機械工事特記仕様書（2）
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備
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設

 

備

　 　 　 　 手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

Ｂ方式＝煙感知器 → 中継器

Ａ 方式＝手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

排煙機

排煙方式

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

温度＜ＤＢ＞ 湿度＜ＲＨ＞ 温度＜ＤＢ＞ 湿度＜ＲＨ＞

％

％

％

％

℃

℃

℃

℃

屋　 内屋　 外

冬　 期

夏　 期

時　 期

場　 所

その他

ｵｲﾙｻー ﾋﾞ ｽﾀﾝｸ

オイルタンク

油の種類

床暖房

中央監視

自動制御

保温保冷

放熱器

ダクト の工法

ダクト 材料

配管材料

空気調和機

熱源機器

熱源

方式

設計温湿度条件

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ビニルライニング鋼管（ Ｖ Ａ ） 　 　 　 　 　 ※プール廻り配管

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ ＨＩ Ｖ Ｐ ） 　 ※ろ過機器廻り配管

ＢＯＤ（ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｓ Ｓ（ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｎ（ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｐ （ 　 　 ｐ ｐ ｍ）

Ｊ Ｉ Ｓ(        )人槽、 (        　  ) ｍ3／ＤＡ Ｙ

屋内架空

地上式・ 地下式・ 半地下式 ( 　 　 　 ) 製

別紙特記仕様書による。

接触曝気式・ 長時間曝気式・ 　 　 　 　 　 　 式

その他

処理水質

容量

処理方式

構造

配管材料

工事範囲及び説明

外壁用ﾌー ﾄﾞ の塗装色

その他

外壁用ﾌー ﾄﾞ の材質

厨房用ﾌー ﾄﾞ の材質

ダクト の工法

ダクト

送風機

工事範囲及び説明

・ 全熱交換ユニット 　 ・ パイプファン　 ・ エアーカーテン　 ・ 中間ダクト ファン

・ アングル工法　 ・ コーナーボルト 工法

・ 亜鉛引鉄板　 ・ ステンレス

・ 厨房用における排気フード 及び排気ダクト の仕様は、 火災防火条例に基づく 。

　 表示機器は、 全ての居室とする。 詳細は、 監督職員との協議による。

　 ①全熱交換ユニット における本体から外壁までの排気ダクト 及び全ての給気ダクト

　 ②排気ダクト における外壁から１ ｍ部分

　 ③給気ダクト

　 ④ガラリボッ クス

・ 　 天井埋込型換気扇　 ・ 　 換気扇　 ・ 　 有圧換気扇　 ・ スト レート シロッコファン　 ・ レンジフード

・ 　 送風機据付については、 防音、 防振に注意して施工する。

・ 　 シックハウス用換気機器のスイッチには、 「 ２ ４時間換気」 である旨の表示を行う。

・ 　 下記のダクト には、 防露工事を行う。

・ 　メーカー標準色　 ・ 指定色焼付

・ アルミ　 　 　 ・ 　 ステンレス

・ 塩化ビニル管（ ＶＵ） 　 ・ 　 亜鉛引鉄板製スパイラルダクト 　 ・ 保温付きフレキシブルダクト

本工事は増築工事に伴う換気設備を行う。

本工事は増築工事に伴う空調設備を行う。

： ＳＵＳ３ ０４溶接鋼管、 圧力配管用炭素鋼鋼管 (黒)

・ 空冷式チリングユニット 　 　 ・ 吸収式冷温水機　 　 ・ 空冷式蓄熱ユニット

・ 温水ボイラ　 　 ・ 温水発生機　 　 ・ ヒートポンプチラー

・ ファンコイルユニット 　 　 ・ エアーハンド リングユニット 　 　 ・ ファンコンベクター

・ 温風暖房機　 　 ・ ガス式ヒートポンプエアコン　 　 ・ 電気パネルヒーター　 　 ・ 灯油ヒートポンプエアコン

冷温水管： 水道用亜鉛メッキ鋼管、 耐熱性ビニルライニング鋼管

冷却水管： ビニルライニング鋼管 Ｖ Ａ 、ポリ粉体ライニング鋼管　 Ｐ Ａ 、 塩化ビニル管（ ＨＩ Ｖ Ａ ）

冷媒配管： 脱酸銅管Ｌ 、断熱材被覆銅管、 メーカー標準仕様書

排水配管： 硬質塩化ビニル管 Ｖ Ｐ

油配管

・ 亜鉛引鉄板　 　 ・ サイレント フレキダクト 　 　 ・ 亜鉛引鉄板製スパイラルダクト

・ グラスウールダクト 　 　 ・ アルミフレキダクト 　 　 ・ ステンレス板　 　

・ アングル工法　 　 　 ・ コーナーボルト 工法

ファンコイルユニット 、 ファンコンベクタ、 コンベクタ、ベースボードヒータ

施工は、標準図（ 公共建築工事標準仕様書） による。

本工事では、次の制御を行う。

中央監視盤を設け、 システムの集中運転監視を行う。

・ 温水式( 熱源： Ｌ ＰＧ )　 　 　 ・ 電気式

・ 軽油　 　 ・ 灯油　 　 ・ Ａ重油

・ 地中埋設型　 　 　 　 　 容量：

・ 鋼板製ホームタンク　 容量：

・ 鋼板製一体型　 　 　 　 容量：

図中の冷媒配管サイズは、参考とし、使用メーカーの基準により施工する。

空調室外機に機器記号及び系統名を明示する。

・ 　電気　 　 ・ 灯油　 　 ・ Ａ重油　 　 ・ 都市ガス　 　 ・ プロパンガス

・ 　個別方式　 　 ・ 中央方式　 　 ・ マルチ方式　 　 ・ 中央個別方式

・ 電気式ヒートポンプエアコン<氷蓄熱>　 　 ・ コンベクター　 　 ・ 電気式ヒートポンプエアコン　 　 ・ 　 ルームエアコン

・ 亜鉛引鉄板　 ・ ステンレス鋼版　 ・ グラスウールダクト 　 ・ サイレント フレキダクト 　 ・ アルミフレキダクト

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ規格)、 (社)日本バルブ工業会規格(Ｊ Ｖ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ規格)、日本水道協会規格(ＪＷＷＡ規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ規格)、日本水道協会規格(ＪＷＷＡ規格)

(社) 空気調和・ 衛生工学会規格( ＳＨＡ ＳＥ－Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ規格)、日本水道協会規格(ＪＷＷＡ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ規格)

日本水道協会規格(ＪＷＷＡ規格) 、日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ規格)

日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ規格)

日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ規格)

日本水道協会規格(ＪＷＷＡ規格) 、日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

弁きょう及び蓋

Ｔ ＯＺ ＥＮ倉敷化工

日本サーモエナー

三菱電線

ミウラ化学装置

パナソニック電工

パナソニックジョンソン

マックス

成　 　研三進ろ過

Ａ 　 Ａ 　 Ｎ

アズビル

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ前澤化成工業ニッコーダイワ化成クボタ

矢崎総業富士工器伊藤工業

ホーコス福西鋳物長谷川鋳工所ダイト レ下田エコテック

ホーコス福西鋳物長谷川鋳工所ダイト レ小島製作所

前澤化成工業積水化学工業タキロンアロン化成

ろ　 過　 器

床暖房設備

自動制御機器

浄　 　 化　 　 槽

ガス器具類

グリース阻集器

小口径枡

ホーコス福西鋳物長谷川鋳工所ダイト レ小島製作所排　 水　金　具

ホーコス前澤化成工業タキロン三栄水栓製作所カクダイ水　栓　柱

横井製作所初田製作所北浦製作所立売堀製作所消火機器

森松工業三菱樹脂ホーコスベルテクノ島倉鉄工所膨張水槽・ 消火充水槽

森松工業三菱樹脂ホーコスベルテクノ積水アクアシステム受水槽・ 貯湯槽

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ日本イト ミックＴ ＯＴ Ｏ電気温水器

リンナイパロマパーパスノーリツ大阪ガスガス湯沸器

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ ＬＴ ＯＴ Ｏ衛生器類

ダイリツ空研工業協立エアテック吹出口類・ ダンパー類

ユニックス三菱電機パナソニック日　 　立東芝キャリ アベンドキャップ

三菱電機パナソニック日　 　立東芝キャリ ア換　 気　 扇

三菱電機パナソニックテラル荏原製作所送　 風　 機

三菱電機パナソニック東芝キャリアダイキン工業全　 熱　 交　 換　 機

日　 　立テラル荏原製作所 川本製作所ポ　 　 ン　 　 プ

東芝キャリアダイキン工業新晃工業昭和鉄工木村工業ファンコイル

ヤンマー三菱重工パナソニックダイキン工業アイシン精機
Ｇ　 　 Ｈ　 　 Ｐ

三菱電機パナソニック日　 　立東芝キャリアダイキン工業Ｅ　 　 Ｈ　 　 Ｐ

矢崎総業三菱樹脂日　 　立空研工業荏原冷熱システム冷　 　却　 　塔

矢崎総業日　 　 　立パナソニック川重冷熱工業荏原製作所冷　 　凍　 　 機

三浦工業ヒラカワ巴　商　会川重冷熱工業温水発生機

東洋計器アズビル金門愛知時計電機量　 水　 器

内外ゴム東洋ゴム化工品ゼンシン

ヨシタケ本山製作所フシマント ーフレ

弁　 　 　 　 　 類

コンクリート 管

ポリブデン管

架橋ポリエチレン管

ポリ エチレン管

ビ　 ニ　 ル　 管

被　覆　銅　 管

銅　 　 　 　 　 　 管

鉛　 　 　 　 　 　 管

鋳　 　 鉄　 　 管

ステンレス鋼管

外面被覆鋼管

ポリ粉体鋼管

コーティング鋼管

排水用塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

鋼　 　 　 　 　 　 管

東洋ｴﾝﾀ ﾌー゚ ﾗｲｽ

フレシキブルジョイント(ＳＵＳ)

フレシキブルジョイント(ゴム)

テクノフレックス

ろ過配管材料

ろ過方式

工事範囲及び説明

施工は、標準図による。

水圧、 気密試験を行い漏水のないようにする。

油圧配管

冷却水配管

エアー配管　 ：

ごみ処理配管：

ごみ処理設備、 エアー配管設備、 冷却水配管設備、 油圧配管設備

：

：

配管材料

水圧、 気密試験

保温工事

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

　 職員と協議し、 全て本工事にて処理すること。

特記事項

・ 本工事にて撤去した機器、 配管等は、関係法令に基づき適正に処分すること。

　 ・ 　砂　 　 ・ 　珪藻土　 　 ・ 　 カート リッジ

　循環濾過配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ ＨＩ Ｖ Ｐ ） 　 　

機械室内ろ過装置の入替え及びプ－ル本体の改修に伴う循環配管、初期初期給水配管、 オ－バ－フロ－配管

オ－バ－フロ－配管、 排水配管の改修工事を行う。

　 オ－バ－フロ－配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　

　 排水配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　

注記事項

・ 既設状況を十分に調査、把握した上で施工に当たること。 また、図示以外の機器で撤去、移設が必要な物は、 監督

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目
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工事区分表

電気 別途機械 備　考建築 備　考別途機械電気建築工事項目 工事項目

７

６

５

４

３

２

１ ５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

９

８

１０

補充水槽

下地補強は建築工事

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３６

３７

３４

３５

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

設備用の開口補強数量表

数　　　　　量 備　　　　　考

（　Ｈ：貫通内径　㎜　）

貫　通　内　径（φ）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　面　積（㎡）

（　Ａ：開口面積　㎡　）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

１　設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

      ※貫通内径 １００φ未満の時は補強を必要としない。 

　(2) 壁開口補強筋

　(1) 梁貫通補強筋（貫通孔　Ｄ／３以下、梁巾－ ４００ 以下の場合、Ｄは梁せい） 

　※壁筋を切断しない場合は補強を必要としない。

２　設備用下地材開口補強　

　(1)　壁開口補強　軽量鉄骨壁下地、木軸等

　(2) 天井開口補強

特記事項１　設備用の開口補強数量は、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には、

以下の項目は○印部分を区分して施工する。ただし、図面その他に特記のあるものは、それに従う。

（フィルター：機械）

躯体貫通スリーブ及び箱入れ、穴埋め補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

地下消火水槽、蓄熱槽等の躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ、連通管

点検口の製作取付け（床、壁、天井）

建物外壁に取付く給排気ガラリの製作取付け

建具ガラリの製作取付け

防火区画、防火上主要間仕切り貫通部処理

その他設備機器用基礎及び仕上げ

設備機器用既製品基礎・鉄骨架台基礎

設備機器取付けに伴うアンカーボルト取付け及び穴埋め補修

受水槽及びポンプ室付受水槽

高架水槽

ＬＰＧバルクタンク等ペーパーライザー

各種水槽の電極棒及び配管、配線工事

仝上電極座及び電極棒の調整

消火水槽

ＩＨコンロ

電気温水機

既製品流しの排水金物

造り付流しの排水金物

洗面器、便所に取付の既製品防蝕鏡

洗面器、便所に取付の大型製作防蝕鏡

洗面化粧台及び鏡

便器、手洗い廻りの手摺

小便器自動洗浄用の側電源配管、配線工事

フードの製作取付け

防火戸、防煙、防火シャッターの一次側配管、配線

防火戸、防煙、防火シャッターの二次側配管、配線、開放装置、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

穴開け、補強

吹出口、吸込口、照明器具、スピーカー等の埋込器具取付けのための

冷媒配管に共巻き

昇降機

昇降機の出入口三方枠カゴ内インターホン取付け及び二次側配管配線、制御盤

昇降機の一次側配管、配線工事

防犯用配管工事

仝上入線(電源送り)及び機器取付

フラッグポール

雨水排水の会所桝,排水管

ルーフドレン及び竪樋配管工事

汚水、雑排水の会所桝、排水管

消火器・消火器収納ボックス

電話機器

ＣＡＴＶ

テレビ共聴受信

エアコン用スリ－ブ

空調リモコンの配管、配線工事（集中管理リモコンとも）及び試運転調整

空調機電源供給工事（室内機・室外機）

空調機室内機から室外機間渡り配線工事

換気扇及び換気扇取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

天井扇、換気扇、サイクル扇のスイッチ取付け工事

湯沸器本体及び壁取付け用部材

給湯リモコン用配管、配線工事及びリモコン取付け

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン取付け工事

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン用配線工事（１次・２次）及びリモコン

ＥＶ工事における受電箱までの動力電源・照明電源・接地線の引込み及び

監理者によるものとする。

計画通知に係る手続は、

カーテン、カーテンボックス

サイン

コーナーカバー

プール

プールの給水・排水

床暖房の給湯器用のコンセント取付け

床暖房の二次側配管、配線、リモコン用配管、配線

ＦＦ式暖房器具の一次配管、配線

ＦＦ式暖房器具の二次配管、配線

ガス漏れ警報器の配管、配線、取付け

自家発電機の取付け

自家発電への配管、入線

シャワーユニットの一次側給水配管、給湯配管

シャワーユニットの給水配管、給湯配管の接続

シャワーユニットの一次側配管、配線

シャワーユニットの二次側配管、配線

仝上機器の取付け

しゅん工引渡しまでの工事用、調整用電気、水道、ガス等の基本料金、使用料

諸官庁等の検査、その他必要な検査の申請手続

機械設備機器の一次側、二次側の配線、接続

発電機の設置、試運転、調整

発電機の一次側、二次側の配線、接続

本工事に伴う各設備の引込負担金

ＥＶ工事における各階出入口の孔あけ工事

ＥＶ工事における各階乗場出入口周囲のモルタル詰め又はロックウール詰め工事

ＥＶ工事における屋上・開放廊下等直接外気と接する乗場における雨水よけ工事

ＥＶ工事におけるピット内防水及び埋め戻し工事

つなぎ込み工事

ＥＶ工事におけるインターホン・非常ベル、その他ＥＶに必要な配管配線設備

ＥＶ工事におけるピット点検用コンセント設備工事

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用における吊りボルト及びインサート

テレビ・エアコン等のリサイクル料

取付け

ＥＶ工事における昇降路頂部の煙感知器設置工事（昇降路頂部から点検が可能）

◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 縮 尺 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

製 図

最新日

◆ 図 面 名 ◆

工事区分表

東 近 江 市

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

グリース阻集器（補強工事とも）

既製品流し、ガス台、吊り戸棚、水切り棚

造り付け家具、備品の製作・設置

ＥＶ工事における乗場据付け後の出入口廻りの壁・床及び建築物補修仕上げ工事

　　　　　監督職員の指示により数量が増加する場合も工事金額内で処理する。

1回目

2回目

ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４ＴＥＬ　　０７４８-４２-５６１１

ＦＡＸ    ０７４８-４２-８０８０

株式会社 創作舎

ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

450×450 １箇所 天井点検口
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冷蔵室

（ 建築工事）

上部ルーフファン

6, 000

3
,
0
0
0

6, 000

3
,
0
0
0

上部備品保管棚

関連商品売場

立水栓

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

9, 0009, 0009, 0009, 000

9, 0009, 000

1, 750

1, 550

1, 7503, 250

4, 9506, 050

8, 2001, 550 1, 750

1, 7503, 250

床面積: 410. 31㎡

1
5
,
0
5
0

1
5
0

7
5
0

1, 5007, 5002, 0001, 500

1, 500

5, 750250

▲

ﾀﾗｯﾌﾟ

1, 470265

2, 775

950 265 12, 500

▲
▲

950 265 1, 470

2, 775

2653, 3852659, 0003, 500

ﾃー ﾌﾞ ﾙ

書棚

事務机

5, 000

1, 215

1, 215

12, 500

17, 500

1, 350

5, 000

1, 040

4
,
2
3
5

2
6
5

4
,
2
3
5

2
6
5

1, 040

7. 5ｍ

1
2
ｍ 冷蔵室

3
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
5
0
0

2
5
,
0
0
0

4
,
5
0
0

6

5

4

3

2

1

CBA

１

Ａ Ｃ

青果卸売場

図番

証印

創  作  舎

名称

図名

作成

A1:1/100

A3:1/200

平面図

竣工

施工

着工

平面図

株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小杉光史

既設汚水マス(600x600x1000H)

１

Ｖ Ｆ

１

Ｏ Ａ

100 100 100 100

1
0
0

φ150

φ150

既設給水管20A（ FL+4500)

GV20

既設給水管より分岐接続

屋内露出配管20A（ GW+SUSﾗｯｷﾝｸﾞ外装）

1
0
0

-

- -

-

20

2
0

2
0

20

現場事務所兼休憩室

GV20(BOX共）

既設汚水管に割り込み

1

2

3

4

5
6

7

アスファルト 舗装取り壊し、 復旧（ 建築工事）

吹き抜け

吹き抜け

屋根裏

屋外機置場

機械室

倉庫

男子

トイレ

女子

トイレ

湯沸室

屋上

協同組合 あぐりステーショ ン 丸一事務所 会議室
会議室 管理事務所 中央水産事務所 空き部屋

空き部屋

蓄電池

高圧電気設備

電気室

S S

SD1

和室

吹き抜け 吹き抜け

関連商品倉庫 関連商品倉庫

PS PS

PS

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

Ｍ Ｍ

青果卸売場 水産卸売場

オイルタンク

関連商品売場

PS

PSPS

作業室

冷蔵室

無窓居室

休憩所

関連商品売場

空き売場

関連商品売場

空き売場

空き売場

空き売場

空き売場

S S

SS1 SS2

2

S S

立水栓
立水栓 立水栓

立水栓 立水栓

立水栓

立水栓

立水栓

立水栓

冷蔵室

空き売場

１階

３階

２階

（ 物置）

既設屋外ﾌ-ﾄﾞ φ150をSUS製FD付深形ﾌ-ﾄﾞ に取替え

機

SUS製ﾎ゙ ｯｸｽ

散水栓(T28UNH13)

既設壁貫通、 補修

●

●

●

●

●

●

埋設標示ピンを示す。

2025.10.10
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プレハブ冷蔵庫(別途工事)



図番

証印

創  作  舎

名称

図名

作成

竣工

施工

着工

機

株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号 小杉光史

平面詳細図
A3:1/100

A1:1/50

平面詳細図・衛生器具表・機器表・桝リスト

以降別図参照

GV20(BOX共）

50

事務机

7
5
0

書棚

複合機

上る

参　 考　 品　 番器　 具　 名 付　 属　 品　 、 　 他　 一　 式　 共

キッチン（ 混合水栓付）

小型電気温水器

衛生器具表

１

（ １ ）

１

（ １ ）

合

計

１Ｔ １ ３ ０ ＡＥＱＦ １ ３  Ｃ 泡沫キャップ付レバ－式横水栓

（ １ ）建築工事業務用シンク

１

ＲＨＥ ７ １ ６ Ｒ（ 連結管） ・ Ｔ Ｈ６ ５ １ （ 接続口キャップ）

ＲＨＥ ７ ０ ８ Ｒ（ 耐震用脚） ・ ＲＨＥ ２ ２ Ｈ-５ ０ Ｎ（ 排水ホッパ-） ・ Ｔ Ｌ ３ ４ ７ ＣＵ（ 止水栓）ＲＥＫＢ１ ２ Ａ１ ２

配管接続： 本工事建築工事

配管接続： 本工事

（ １ ）

現

場

事

務

所

兼

休

憩

場

作

業

室

材　 質： プラスチック製

形　 式： 風量調整機構付

付 属 品： ステンレス製深形フ－ド

Ｐ -１ ８ ＧＬ 6

現場事務所兼休憩室１給排気グリル

付 属 品： ステンレス製深形フ－ド

形　 　 式： インテリア格子タイプ

１

Ｏ Ａ

１

Ｖ Ｆ

Ａ Ｃ

１

ダクト用換気扇

ル－ムエアコン

φ１ ５ ０ x３ ０ ０ m3/hx４ ０ pa

１

１

Ｖ Ｄ-２ ０ Ｚ Ｘ 14-Ｃ

Ｓ５ ６ ４ Ａ Ｔ Ｅ Ｐ -Ｗ

現場事務所兼休憩室

４ ８ w１ φ１ ０ ０ V

冷媒管： φ６ ． ４ /φ９ ． ５

　 　 　 　 　 　 室内外連絡配線・ その他必要部材１ 式

付 属 品： ワイヤレスリモコン・ 室外機用タイガ－ベ－ス

１ ８ ８ ０ w

２ ０ ７ ０ w

現場事務所兼休憩室

（ 室内電源）

１ φ２ ０ ０ V

能　 　 力： 冷房 ５ ． ６ （ ０ ． ７ ～５ ． ７ ） kW　 　 暖房 ６ ． ７ （ ０ ． ６ ～９ ． ０ ） kW

形　 　 式： 壁掛形

暖房　

冷房　

冷　 　 媒： Ｒ３ ２

ダイキン工業品番 同等品以上

空調機器リスト

仕　様 ／ 形　式名　称記　号 備 考／参考品番電　源

（定格）

消費電力 台　数

平面詳細図　　 S=1/50

記　 号
名　 　 称 管路口径-マス口径 深　 さ

桝　リ　ス　ト

1

2

3

4

5

6

7

蓋 備　 　 考

３ ０ ０

小口径マス

小口径マス

小口径マス

小口径マス

小口径マス

１ ０ ０ -φ１ ５ ０

１ ０ ０ -φ１ ５ ０

防臭マス １ ０ ０ -φ３ ０ ０

９ ０ Ｌ

防臭マス ３ ０ ０

ＳＴ

４ ０ ０

４ ９ ０

５ ７ ０

６ ９ ０

１ ０ ５ ０

１ ０ ０ -φ３ ０ ０

１ ０ ０ -φ１ ５ ０

１ ０ ０ -φ１ ５ ０

１ ０ ０ -φ２ ０ ０９ ０ Ｙ

ＳＴ

９ ０ Ｙ

レジコン蓋（ 耐圧）

レジコン蓋（ 耐圧）

保護蓋(T-14)

保護蓋(T-14)

保護蓋(T-14)

保護蓋(T-14)

保護蓋(T-14)

テーブル

キッチン（ 建築工事）

電気温水器止水栓

以降別図参照

50

GV20( BOX共）

現場事務室兼休憩室

2025.10.10
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断熱材被覆銅管

※ ただし、天井内については上記に変えて断熱材被覆銅管（保温厚20mm）とする。

材　　　　料　　　　名 備　　　　考

２

１

４

３

規　　　　格

４

断熱支持具の厚さ（Ｔ）と長さ（Ｌ）

Ｔ ＬＡ

ロックウール又はモルタル

けない。

又はグラスウール保温筒を使用してはい

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略できる。

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

ﾃｰﾌﾟ(幅50mm)とすることもできる

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略できる。その場合ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

※ 排水の床下・暗渠内および屋外露出は保温を行わない。

※ 粘着ビニールテープ１本１ｍに付き２箇所２回巻き

※ 通気管の保温は排水分岐より１００ｍｍのみ保温を行う。

※ 詳細は国土交通省機械設備工事共通仕様書及び同施工管理指針に基づく。

　 は監督員と協議する。

※ 現場の収まり、取り合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合

※ 設計図書に明記の無い場合又は疑いが生じた場合は監督員と協議する。

※ 共同溝の保温の種別は特記による。

※ 厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読みかえる。

文

　

字

配管表示色

管　種 日塗工品番色日塗工品番色管　種

冷 媒 管

給 湯 管

空 気 管

油　　管

膨 張 管

冷却水管

蒸 気 管

冷温水管

温 水 管

冷 水 管

ガ ス 管

消 火 管

通 気 管

汚 水 管

雑排水管

井 水 管

揚 水 管

給 水 管

50mm50mm

ロックウール保温筒ロックウール又はモルタル

グラスウール保温筒

ダンパー

グラスウール保温筒

ロックウール又はモルタルロックウール保温筒

又はグラスウール保温筒を使用してはいけない。

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

１ｍ

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

３１ ４２

ハンガー型断熱支持具

３

冷水・冷温水管の配管支持金具

屋

外

露

出

　

　

(

バ

ル

コ

ニ

ー

・

開

放

廊

下

を

含

む

）

冷媒配管（全ての施工場所）浴

室

・

厨

房

等

の

多

湿

箇

所

　

（

厨

房

の

天

井

内

は

含

ま

な

い

）

機

械

室

・

書

庫

・

倉

庫

天

井

内

・

Ｐ

Ｓ

内

・

空

隙

間

中

床

下

、

暗

渠

内

　

　

（

ピ

ッ

ト

内

含

む

）

３
０

０

文　字

１５０

屋

内

露

出

　

　

（

一

般

居

室

、

廊

下

）

　

３０

パイプシャフト表示板

色別

点検口表示板

１００

単位：ｍｍ

５０

４０

５０

４０

５０

５０

５０

３０

５０４０

４０２５

２５

２５

２５

５０

２０

４０

３０

２０

３０

２０

４０

２０

４０

４０

４０

２５

２５

３０

３０

３０

50

Ⅷ

２５

Ⅲ

７５

Ⅳ

Ⅶ

５０

Ⅴ

Ⅱ

Ⅰ

呼び径 参  考  使 用 区  分300250

Ｐ

200

Ⅵ

32 150100 12540 65 80252015

Ｇ

Ｐ

Ｒ

Ｇ

Ｇ

Ｒ

Ｒ

Ｇ

Ｒ

２

５０

１００

５０３０

３０２００Ａ

２０

４０２５０Ａ～３００Ａ

３

　１５Ａ～　２５Ａ

単位：ｍｍ

グラスウール保温筒

バンド

　３２Ａ～１５０Ａ

備　　　　考

断熱支持具

２０

４

１

材　　　　料　　　　名 規　　　　格備　　　　考規　　　　格

２

２

３

１

４

規　　　　格材　　　　料　　　　名 備　　　　考

材　　　　料　　　　名

３

４

２

１

規　　　　格材　　　　料　　　　名

３

４

規　　　　格 備　　　　考

３

１

材　　　　料　　　　名

備　　　　考

５

４４

３

備　　　　考

１

３

２ ２

１

備　　　　考規　　　　格材　　　　料　　　　名

２号　４５Ｋ

材　　　　料　　　　名 規　　　　格

２

４

５

備　　　　考

３

１

規　　　　格

線径　０．６ｍｍ

材　　　　料　　　　名

３

１

２

鋼　管

Ｖ Ｐ 管

２

３

２

１

１０

１

５

３ １

１ ４

２

２

給水・排水（通気）

共通事項

配管行先表示板

保温材の厚さ 防火区画貫通箇所施工要領

弁フランジなどの保温

給湯・温水（膨張管含む）・蒸気・冷水・冷温水

４３１

３

１ ４２

１ ４

３

２１ ４

３

２ ３

１ ５

２

２１ ４２

ポリスチレンフォーム保温筒は、１本につき２箇所以上粘着テープ２回巻きとする。

テープ巻きその他の重なり幅は、原則として、テープ状の場合は１５ｍｍ以上（ポリエチ

レンフィルムの場合は１／２重ね以上）、その他の場合は３０ｍｍ以上とする。

テープ巻きは、配管の下方より上向きに巻き上げる。アルミガラスクロス巻き等で、

ずれるおそれのある場合には、粘着テープ等を用いてずれ止めを行う。

屋内露出（一般居室、廊下）の場合、保温見切り部分には菊座、また分岐曲がり部な

どはバンドを取付ける。

保温筒取り付けの鉄線巻きは１本（１ｍ）につき２箇所２回巻きとする。

鉄板巻きの継目部にはシールを行う。

保温筒使用困難な場所は、グラスウール又はロックウール保温帯を使用してもよい。

屋内露出の配管及びダクトの床貫通部は、その保温材保護のため、床面より少なくとも

高さ１５０ｍｍまでステンレス鋼板で被覆する。

１、

２、

３、

４、

５、

６、

７、

８、

ロックウール

グラスウール

ポリスチレンフォーム

ロックウール

グラスウール

ポリスチレンフォーム

ロックウール

グラスウール

ロックウール

グラスウール

給水管

排水管

温水管

給湯管

蒸気管

冷温水管

冷水管

冷媒管

機器、排気筒、煙道、内貼

ダクト露出部は５０、隠蔽部は２５

詳細は標準仕様書による。

１、鋼管の場合

※ 管径に関係なく通常の保温工事でよい。

※ 区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

２、ＶＰの場合

【最上階４階まで　１時間耐火】

※ １２５ｍｍ以上は鋼管または大臣認定の耐火二層管を

　 使用する。

※ １００ｍｍには０.５t亜鉛鉄板を前後１ｍ巻くこと。

　・保温は保温材がポリスチレンフォーム保温筒の場合は

　　ロックウール保温帯２５tを鉄線にて取り付ける。

　・区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

　・鉄板は区画貫通箇所を通して、前後１ｍ管材の上に巻き

　　その上に保温を行う。

※ ７５ｍｍ以下は鉄板巻き不要である。

　・保温材はポリスチレンフォーム保温筒でよい、ただし

　　貫通箇所はロックウール保温材又はモルタル詰めを行う。

【５階～最上階１４階まで　２時間耐火】

※ 上記１時間耐火の管径より１ランク下げた管径を代入する。

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

ロックウール又はモルタル

ロックウール保温帯

鉄板

《 冷水､冷温水管 》《 ダ ク ト 》

《 給排水管 》

冷水 ､冷温水
給水 ､給湯 ､温水 ､蒸気

　 、弁及びフランジは保温を行わない。

※ 蒸気、温水配管で室内及び暗渠内の各種装置廻りの配管は保温を行わない、ただし火傷の

　 可能性がある場合は火傷防止をおこなう。

※ 屋外は金網の下にポリエチレンフィルム を巻く。

※ 給水、給湯、冷水、冷温水用の露出配管で、保温を行う６５Ａ以上の弁、ストレーナー等

　 ビス、などにより容易に脱着できうる金属製カバーによる外装を施す。

（室内外共：カラー亜鉛鉄板）

※ 給湯、温水、蒸気配管で室内及び暗渠内の伸縮継手、防震継手、フレキシブルジョイント

ポリエチレンフィルム  金網  金網

グラスウール３２Ｋ×５０tグラスウール３２Ｋ×２５t

Ｌ 16-837･134

Ｌ １１－４４２

Ｌ 　 ９－２０４

Ｌ １５－３０８

Ｌ １６－１３４

Ｌ 　 ８－７０１

Ｌ １４－１４３

Ｌ 　 １－１０３６

Ｌ １６－１３５

〃

〃

〃

〃

Ｌ １６－８３７

Ｌ １１－４４２

Ｌ １６－１４１

Ｌ １１－２１４

Ｌ １５－７４６

２本

３本

２本

濃青色

緑

赤

茶の破線

茶

茶

青

青

青

２本緑

白

黄

ﾚﾝｶﾞ色 ２本

淡水色

暗い赤

濃青､ﾚﾝｶ゙ 色

ﾚﾝｶﾞ色

肌色

　 横書きの場合は左側に色別バンドを取り付ける。

※ 屋内外露出の配管名表示部分には、縦書きの場合は下部、

※ 表示板の材質は塩化ビニール樹脂製とする。

外装材は冷温水に準じる

※ 台型断熱材の厚さはハンガー型と同じとする。

※ 台型の場合は腰高品（既製品＋１０ｍｍ）を使用する。

※ ハンガー型は蝶番式又は提灯型を使用する。

※ 給湯、温水、蒸気の場合はポリエチレンフィルムを省略できる。

鉄　線

ポリエチレンフィルム

原　紙

綿　布

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

１㎡　３７０ｇ以上

１㎡　１１５ｇ以上

グラスウール保温筒

鉄　線

ポリエチレンフィルム

原　紙

アルミガラスクロス

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

１㎡　３７０ｇ以上

※ ポリエチレンフィルムを省略できる給湯、温水、蒸気の場合は給水、排水の仕様による。

グラスウール保温筒

粘着ビニールテープ

ポリエチレンフィルム

着色アルミガラスクロス

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

（Ａ種３号）

厚さ　０．２ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

黒色

鉄　線

ポリエチレンフィルム

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

※ 特記以外はこの施工標準図による。

ポリスチレンフォーム保温筒

粘着ビニールテープ

ポリエチレンフィルム

グラスウール保温筒ＪＩＳ　Ａ　９５１１

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

（Ａ種３号）

厚さ　０．２ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

厚さ　０．２ｍｍ

（Ａ種３号）

厚さ　０．０５ｍｍ

黒色

ＪＩＳ　Ａ　９５１１

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

ポリスチレンフォーム保温筒

粘着ビニールテープ

ポリエチレンフィルム

着色アルミガラスクロス

グラスウール保温筒

鉄　線

原　紙

アルミガラスクロス

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

１㎡　３７０ｇ以上

グラスウール保温筒

鉄　線

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

グラスウール保温筒 ＪＩＳ　Ａ　９５０４

合成樹脂製カバ－

（ピン留め施工）

３

ステンレス鋼板 ステンレス鋼板

保温施工標準図(1)

図番

証印

創  作  舎

名称

図名

作成

竣工

施工

着工

機

株式会社
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東近江市農業振興施設整備工事(電気･機械設備工事)


